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「

安
南
国
漂
流
物
語
」

に

つ

い

て

。

　
一

　

は

　
じ

　
あ

　
に

和

　
田

　
正

　
彦

　
わ
が

国
の

漂
流
記
に

関
す
る

著
書
は

、

石
井
研
堂

編
「

校
訂
漂
流
奇
談
全

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

（
1）

集
」

（

博
文
館
発

行、

明
治
三

十
三

年
刊
）

以
来
数
多
く
刊

行
さ

れ
て

お

り、

近
年
は
こ

れ
に

関
し
て

海
事
史

・

気
象
学
・

言
語

学
・

民
俗
学
等
の

方
面
か

　
　
　

　
　

　
　

　
　
（
2）

ら
の

研
究
も
盛
ん
に

な

り、

文
学
の

題
材
に

も
な
っ

て

注
目
さ

れ
て

い

る
。

し

か

し、

江
戸
時
代
の

中
頃
に

安
南
即
ち
ヴ
ェ

ト

ナ

ム

に

日

本
人
が
漂

着
し

（
3
）

た

記
録
は
余
り

知
ら

れ
て

い

な

い

が
、

こ

れ
に

は

次
の

よ

う
に，
三

例

が

あ

る
o

ω
　
明
和
二

（

一

七

六
五
）

年
に
漂
流
し

、

同
四

年
に

帰
国
し
た

常
陸
国
多

　

賀
郡
磯
原
村
の

姫
宮
丸
の

沖
船
頭

左
平
太
以

下
六
名
（

う
ち
帰

国
者
は
四

　

名
）

の

記
録
で

あ
る
「

安
南
国
漂
流
物
語
」

 

　
第
一

例
と

同
時
期
に

漂
流
し
、

偶
然
に

も
そ

の

者
た

ち
と

異
国
の

地
に

　

邂
遁
し
た

陸

奥
国
磐
前
郡
小

名
浜
村
の

住
吉
丸
の

沖
船

頭
善
四

郎
以
下
六

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
4
）

　

名
（

内
帰
国
者
は

三

名
）

の

記
録
で

あ
る

「 ．
奨
州
小
名
浜
之
者
安
南
漂

流

　

之
次
第
」

 

　
寛
政
六
（

一

七
九
四
）

年
に

漂
流
し
、

翌
年
帰
国
し
た

陸
奥
国

名
取
郡

　

閑
上

浜
の

大
乗
丸
の

沖
船
頭

清
蔵
以
下

十
六
名
（

う
ち

帰
国
者
は

九
名
）

「

安
南
国
漂
流
物
語
」

に

つ

い

て

　
の

記
録
で

あ
る

「

南
漂

記
」

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
（
5
）

　
こ

の

う

ち
第
三

例
に

つ

い

て

は
既
に

村
松
ガ
ス

パ

ル

ド

ン

女

史
に

よ
っ

て

詳
細
な

研
究
が
な
さ
れ

て

い

る
の

で
、

こ

こ

で

は
、

第
一

例
の

「

安
南

国
漂

流
物
語
」

に
つ

い

て
、

特
に

写

本
の

収
集
と

校
訂
・

註
釈
に

よ

る

定
本
の

作

成、

並
び

に

ヴ
ェ

ト

ナ

ム

の

風
俗
・

土
産
に
つ

い

て

記
し
て

あ
る

「

安
南
国

逗

留
中
見
聞
仕
候

雑
談
」

と
ヴ
ェ

ト

ナ

ム

語
の

常
用

単
語
を
記
し
た

「

安
南

語
」

の

部
分
に

重

点
を
置
い

て

研
究
し
て

み
る
こ

と
に

す
る

。

二

　

著
者
と

テ

キ
ス

トゴ

　
「

安
南
閑
漂
流
物
語
」

の

著
者
は
、

帰
国
し
た

漂
流
民
を
長

崎
ま
で

引
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

6
）

取
り
に

行
っ

た
、

江
戸
時
代
の

代
表
的
地
理

学
者
で

あ
る

水
戸
の

長
久
保
赤

水
（

二

七
一

七

ー
一

八
〇
一
）

で

あ
る

。

こ

の

こ

と

は
、

彼
の

当
時
の

紀
行

日

記
で

あ
る

「

長
崎
行
役
日

記
」

に
、

明
和
四

年
十
月
廿
六
日

か

ら
十
一

月

四
日

（

一

七

六
七
年
十
二

月
十
六
口

か
ら

同
叶
四
日
）

ま
で

の

八
日

間
の

下

関
に

お

け
る

風
待
ち
を

利
用
し
て
、

漂

流
者
の

談
話
を

筆
記
し
た

こ

と

が
、

　
こ

の

こ

ろ
毎
日

東
風

打
つ

づ

き
、

ロ

数
八

日

逗
留
す

。

是
に

て

漂
流
人

共

　
に

と

ふ

て

安
南
記
二

巻
并
飄
流

海
上
図
を
作
る

。

と

記
さ

れ
て

い

る

こ

と

か

ら

明
ら
か
で

あ
る

。

な
お

長
久
保
赤
水
が
何
故
、

磯
原
村
の

庄
屋
に

代
わ
っ

て

長
崎
に

行
っ

た
か

、

そ

の

著
書
「

長

崎
行
役
日

記
」

等
に
つ

い

て

も
興
味
深
い

も
の

が
あ
る

が
、

こ

の

論
文
の

目
的
に

は

直

接
関
係
な
い

の

で

省
略

す
る
。

　
「

安

南
国
漂
流
物
語
」

の

テ

キ

ス

ト

は

現
在
の

と

こ

ろ
写

本
三

十
三

種、

　
　
　
　
（
7
）

刊
本
九

種
を

数
え

る
に

至
っ

た

が、

最
良
の

写
本
と
考
え

ら
れ
る

彰
考
館
本

（

三
三
一
）

九
一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Keio University

NII-Electronic Library Service

Kelo 　Unlverslty

「

　
　
　

史
　

　
　

学
　
第
四
十
五

巻
　
第
三

号
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
8
）

を

始
め

と

し
て

焼
失
し
た

も
の

も

あ
り、

実
際
に

収
集
で

き
た

写
本
は

二

十

五

種
で

あ
る

。

次
に

全
テ

キ
ス

ト

を

列
挙
し
て

解
説
を

加
え

て

み

る
。

ω

騨
雑
記

本
（

内
閣
文
庫
）

半
冊
゜

全
＋
七

葉
卜・

ω゜
¶

・

暮
詈

安

　
南
国
へ

漂

流
の

記
（

目

次
）

常
陸
国
多
珂
郡

磯
原
村
船
頭

友
七

以
下

安
南

　
へ

漂
流
一

件
（

表
箋
）

　
「

漂
流
雑
記
」

第
五

冊
（

寛
政
三

年
（

一

七

九
二
）

陬

月
　
玄
圃
斎
写
）

　
所
収

　
　（
9

）

 

　
昌
平
坂
本
（

内
閣
文
庫
）

一

冊
・

全
二

十
葉

鐃
』
×

一

り．
Oo

日

安
南

　
国
漂
流

記
（

一

頁
）

・

常
陸
国
多
珂
郡
磯
原
村

船

頭
友
七
以
下

安
南
へ

漂

　
流
始
末

（

表
箋
）

　
慶
応
乙

丑
（

一

八
六
五
）

に

編

修
地
志
備
用

典
籍
と

な

る
。

　
「

昌

平
坂
」

　
の

黒

印
あ
り

。

 

縛
異
聞

甲
本
（

内

閣
文
庫
）

三

詣
杢
二

士一
霙
卜・

ω凾
 

・

岑

　
ω

。

ヨ

明
和
二

年
常
州

多
珂

郡
之
者
安
南
国
江
漂
流

之

事
（

巻

之

二

口

　
録
）

・

安
南

国
漂
流
之
者
共
於
長
崎
被
相
尋

候
申
口

（

一

頁
）

　
「

海
外
異

　
聞
」

巻
之
二

（

文
政
九
（

一

八
二

六
）

秋
八

月

小
柴
研
斎
写
）

所
収

　
　（
9
）

ω
　
海
外
異
聞
乙

本
（

内
閣
文
庫
）

四

半
冊

・

全
十
八

葉
b。

ω゜
 

×

一

9
ω

9
昌

　
水
戸

殿
領
地

常
陸
国
多
賀
郡
礒
原
村
之

者
外
国
漂

流
之

事
（

巻

之

八

匿

　
録
）

　
「

海
外
異
聞
」

巻

之
八

（

安
永
六
年
（

一

七
七
七
）

六
月
於
大
坂

写

　
之
）

所
収

。

外
国
江
漂
流
仕
候

奥
州
磐
前
郡
小

名
浜
村
之
者
三
人
口

書
之

　
写

（

全
十
四

葉
）

も
収
む

。

　
　
（
9
）

 

　
外
国
通
覧
本
（

内
閣
文
庫
）

四
半
冊
・

全
十
八

葉
卜⊃

ω

織
×

ミ
』
。

ヨ

　
安
南
国
江
漂
着
之
記
（

一

頁
）

安
南
国
江
漂
著
之
記

（

目
録
）

（

三

三

二
）

’

　
九
二

　
「

外
国
通
覧
」

第
二

冊
巻
三

所

収

 

　
逓
復
記

本
（

内
閣
文
庫
）

一

冊
・

全
二

十
八

葉
卜。

⊆。噂
ω

×
一

 

』
。

日

明

　
和
二

年
十
月
　
安
南
国
漂
流
記

（

一

頁
）

　
　（
10
）

　
「

迷
復
記
」

（

菊
荘
翁
纂
緝
・

安
永
庚
子
（

一

七
八

〇
）

之

秋
　
村

山
有

　
成
撰
序
）

第
十
二

冊
所
収

　
　（
11
）

 

漂
南
聞

略
本
（

国
立

国
会
図
書

館
）

三

半

冊
・

全

十

六

葉
じ。

メ
ω

×

　
属
」

9
昌

明
和
乙

酉
安
南

漂
流
記

（

一

頁
）

、

水
戸
磯
原
村
弥
八

船
姫
宮

　
丸
安
南
漂

流
記

（

二

頁
）

　
「

漂
南
聞

略
」

　
（

大

槻
玄

沢
写
）

巻
上
所

収
　
読
杜
幽
堂

印
（

寺
田
盛
業

　
蔵

書
印
）

等
あ
り

。

　
　（
11
）

幗

　
漂

流
叢

書
本
（

国
立

国
会
図
書
館
）

半

冊
・

全

十

九

葉
b。

Φ゜
ω

×
一

゜。．

　
N

。

ヨ

安
南
国
漂
流
物
語

　
「

漂
流
叢
書
」

　
（

享

和
二

（

一

八
〇
二
）

年
　
竹
本
光
明
編
）

第
四

冊
第

　
八

巻
所
収
　
幽

庶
民

史
料
集
成
本
の

底
本

　
　（
12
）

 

　
帝
国
図
書
館
本
（

国
立

国
会

図

書

館
）

半

冊
・

全
二

十

三

葉
b⊃

心

」

　
×

一

日

b
。

き

安
南
国
漂

流
記

　
大
寃
国
漂
流
（

全

九
葉
）

を

付
す

、

　
　
（

13
）

 

近

藤

文

庫

本
（

都
立
日

比

谷
図
書
館
）

一

冊
・

全
二

十

五

葉
b。
φ

』

　
×

旨

NN

。

目

於
長
崎
被

相
尋
申
内

安
南

国
逗

留
中
ノ

雑
談
（

表
題
）

・

飄

　
流
之
者
於
長
崎
被
相
尋
候

申
内
安
南
国
逗

留
中
見

聞
仕
雑
談
（

扉
）

　
文
化
二

（

一

八

〇
五
）

写、

近

藤
正

斎
蔵
本、

水
府
小
林
倍
川
所
蔵
之
印

　
あ

り
。

働

　
史
料
編
纂

所
本
（

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）

一

隠
全
三

十
七

葉
　
b。

α゜
O

　
×
一

。。

b
。

巨

安
南
国
飄

流
物
語

Nl 工
一EleotronloLlbrS ’
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’

　
原
本
は

故
中
山
久
四
郎
氏

所
蔵
　
架
二

〇
四

八−
1

号
一

　
　
（

14
）

懺

　
海
軍
文
庫
本
（

東
京
大
学
教
養
学
部
小
佐
田
研
究
室
）

八

半
冊
・

全
十

　
三

葉

器
」
×

録
 

。

日

明
和

年
間
常
陸
磯
原

村
ノ

左

平
太
等
安
南
国

　
へ

漂
流
ノ

記
・

安
南
国
へ

漂
流
の

記

（

目
次
）

　
「

漂
流
雑
記
」

第
五

（

岩
田

可

忠
・

渡
辺

豊
三

郎
同

校
）

所
収

。

ω
漂
流

　
雑
記

本
の

転
写

本。
　
　

　
　

　

　
　

．

 
　
久
須
美
木
（

東
京
教

育
大
学
付
属

図
書
館
）

一

冊

全

十

九

葉
　
鴇゚
 

　
×
一

軌

も
。

臼

　
明
和
二

乙

酉
年
安

南
国
漂
流
記
（

表
題
）

・

明
和
二

年
十

　
日

〃

安
南
国
漂
流
記

（

一

頁
）

　
久
須
美
家
蔵
書
印
・

東
京
師
範
学
校
図
書
印
あ
り

。

久

須
美
祐
雋
（

蘭

林
）

　
の

蔵
書
か

。

ネ
三

九
〇
・
一

 
　

佐
久
間
本
（

国
学
院

大
学
付冖
偶

図轟
青

館
）

四
坐−
冊…

全

十
八

萱
不

　
bo
心

」

　
×

嵩
』
o

ヨ

安
南
漂
流
記

（

表
題
）

・

安
南
国
江
流

水
戸

廻
船
漂
流
の

記

　
（

一

頁
）

天

明
三

（

一

七
八

三
）

年
九
月
下
春
書

。

佐
久
間
信
恭
が

皇
典

　
講
究
所
へ

寄

贈
（

大
正

三

年
十
一
日
月

）

。

神
日
［

丸
漂
民
記
・

漂
民
上
瞠
見

記
・

　
魯
西
亜
渡
来
一

件
と

合
本

。

皿

ー
五

＝
二

九

閲
　
日

本
大

学
本
（

目

本
大
学
本
部
図
書
館
）

不

詳
　
安
南
国
漂

流
記
　
本

　
図
書
館
閉
鎖

中
の

た

め

未
見

。

　
　〔
15
）

 

　
開
拓
使
本
（

北

海
道

庁
総

務
部
行
政
資
料
室
）

三

半

冊
・

全

十

三

葉

　
卜。

 ゜
Ox

嵩¶
軌

。

ヨ

　
安
南
国
漂
流
記

　
開
拓
使
蔵
書
印
あ

り
。

働

凾

館
図
書
館
本
の

転
写
本

。

　
　（
16
）

 冖
　

凾
館
図
書

館
本
（

市
立
凾

館
図
書
館
）

三

半

冊
・

全

十

六

葉
　
b。

O°
O

　
x
一

〇。°
Oo9

　

安
南
国
漂
流
記
　
異

国
船
漂
着
記
・

蝦

夷
騒

動
記
と

合
本

　
　
　
「

安
南

国
漂
流
物
語
」

に

つ

い

て

　
　（
17
）

膕

　
彰
考
館
本
（

水
戸
彰
考
館
）

一

冊
　
以
下
不
詳
　
安
南
漂
流
記
　
長
久

　
保
赤
水
の

自
筆
本
と
考
え
ら

れ
る

が、

昭
和
二

十
年
の

戦
火
で

焼
失
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

　
　
（

18
）

 ．

長
久
保

本
（

高
萩
市

・

長

久
保
源
吾
兵
衛
氏
）

一

冊
・

全

十

六

葉

　
　
　
　
　
　
−

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（
20
）

　
卜。

9
野。

x
一

゜。°
ω

。

ヨ
　

安
南
国

漂
流

物
語

（

付
飄
流

安
南
海
上

図
）

　
鬮

彰
考
館
本
の

転
写
本
で

長
久
保
赤
水
自
身
の

控
え
と
い

わ

れ

る
。

松

　
月
亭
之
印
あ

り
（

松
月
亭
は

赤
水
の

書

屋
名
）

。

本
論
文
の

底
本
と

す
る

。

　
　
驚）

 

　
水
戸

図
害
館
本
（

水
戸
市
立
図
書
館
）

一

冊
・

全
十
九
葉
　
卜。

ピ
G。

×

胡

　
』
。

ヨ

　
安
南
漂
流

記

　
天

保
三

辰

（

一

八
三．
一
）

五

月
写

　
　
（

班
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

 
　
宝
覚

山
本
（

茨
城
県
立

画
書
館
）

二

冊
合
本
・

全
三
⊥

⊥
…

葉

ミ
気
×

　
一

 

』
。

目

　
安
南
飄
流
物
語
上
下

宝

　
覚
山
住
人

手
写、

杉
田

雨
人

蔵
本

。

玉

泉
寺
と
加
筆
あ

り
。

　
　（
21
）

囲

馬
場

本
（

茨
城
県
立

図
書
館
）

一

冊
・

全
十

五

葉

卜⊃

9
α

×

嵩畠
。゚

。

ヨ

　
安
南
漂

流
記

　
馬
場
氏
印
あ
り

。

漂
民
御
覧
記

。

魯
西

亜
漂
流
記
・

魯
西
亜
渡
来
記
と

合

　
本

。

裏
表
紙
の

裏
張
に

「

御
書
院
御
番
帳
　
四
番
　
乙
丑

（

文
化
二

年
・

　
一

八

〇
五
）

と
あ

り
。

　
　（
18
）

 
　

瀟…
谷
本
（

水
戸

市
・

石
原
道

博
氏
）

半
冊

・

全

十
六

葉
　
N
宀

刈

×
一

G 降゜
 

　
。

ヨ

　
安
南
国
飄

流
物
語

　
源
氏
繁
栄
記
（

四

葉
）

と

合
本。、

「

安
南
国
逗

留
中
見

聞
仕
候
雑
談
」

と

　
「

安
南
語
」

を

欠
く
。

裏
表
紙
に

「

小
木
津
村
浜
　
小
野
氏
」

・
「

成
沢
村

　
黒
沢
氏
」

、

表
紙
に

「

小

野
久
米
五

郎
」

と

あ
る

。

日

立
市
成
沢
の

瀬
谷

　
義
彦
氏
旧

蔵
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

三

三

三
）

　
　

九
三

N 工工
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史
　

　
　

学
　
第
四
十
五

巻
　
第
三

号

　
　
（
22
）

 

　
青
木
本

（

那
珂
湊

市

湯
浅
五

郎
氏
）

｝

隠
・

以

下
不
詳
　
安
南
国
漂

　

流
記

　

嘉
永
七

年
（

一

八

五

四
）

石
神
豊

岡
村
　
河
野
元

介
写
之

。

那
珂
湊
市
の

　

青
木
常
之
介
氏
旧

蔵
。

 
　

栗
田
文
庫
甲
本

（

名
古
屋

市
・

栗
田

文
庫
）

不
詳

　

安

南
国
漂

流

記

　
　
（

明
和
四
）

　

戦
災
の

た
め

焼
失

 
　

栗
田
文
庫
乙

本
（

名
古
屋

市
・

栗
田

文
庫
）

不

詳
　
安
南
国
飄

流
人

常

　

州
人

弥
八
口

上

書
（

明
和
二
）

戦
災
の

た

め

焼
失

 
　

藤
氏

本
（

京
都

大
学
付
属

図
書
館
）

二

巻
一

冊
・

全
二

十
一

葉
　
N
ω゜
 

　

×
一

『

』
o

ヨ

　

安
南
圏
漂
流

記
　
藤
蔵
書
印
あ

り
。

⊥
巻
は
「

安
南
国
逗

　

留
中
見
聞
仕
候
雑
談
」

（

九

葉
） 、

下
巻
は

「

漂
流
之
者
共
於
長

崎
被
相
尋

　

候
申
口
」

（

十
一

葉
）

八
八
ー

ア

i
二

　
　
（
23
）

・

 
　

武
道

撫
萃
録
本
（

京
都
大
学
付
属

図

書

館
）

四

半
・

冊

全

十

四

葉

　

b⊇
ω゜
Q 。

×
一

〇°
圃

。

皀

明
和
二

酉
安
南
漂

流
記
（

表
題
）

・

安
南
漂
流
記
（

扉
）

　
　
「

武
道

撫
萃
録
」

（

深
沢
陳
清
編
）

第
三

八

三

冊
所
収

。

越

前
船

漂
流
記

・

　

阿
州

船
漂
流
記
。

薩
土
漂
流
記
・

尾
州
桶
狭

間
合
戦
記
と

合
木

。

　
　
（
鴉
）

 
　
九
州
大

学
本
（

九
州
大
学

国
史
研

究
室
）

　一

冊
・

全
二

十
葉
　
卜⊃

虧

』
×

　

嵩．
 

o

導
「

安
南
国
漂
流
物
語

　
　
（

25
）

馴

　

九
州
文
化
甲

本
（

九
州
大

学
九
州
文

化
史
研
究
所
）

不
詳
　
常
州

多
珂

　

郡
礒
原
村
船
頭
左
太

夫
安
南
漂
流
記

　

広
東
漂
流
記
・

無
人

島
漂
流
記
・

撻

担
国
漂
着
一

件
等
と

合
一

冊
。

　
　
（

％
）

 
　
九

州
文
化
乙

本
（

九
州
大
学
九
州
文
化

史
研
究
所
）

三

半
冊
・

以
下
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

三

三

四
）

　
　

九
四

　
詳
　

安
南…
国
漂

流
記

（

明
和
六

年
）

　
昭

和
十
三

年

騰
写

。

異
国
船
漂
着
記

・

蝦

夷
騒
動
記
と

合
本

。

α9
爾
館

図

　
書
館
本
の

転
写
本
か

。

　
　（
27
）

 
　
奉
天
図
書
館
本
（

不

明
）

一

冊
・

全

十
九
葉
・

不
詳

　
安
南
国
漂
流
記

　
・

安
南
国
飄

流
記

　
　
露
）

63
　
安
南
紀

略
藁
本
（

慶
癒

義
塾
図

書

館
）

全
囲

五

葉

卜。

ρ
ω

×
一

゜。¶
α

。

ヨ

　
「

安

南
紀
略
藁
」

巻
之
一
　

国
号
及
往

来
之
事
の

巾
の

「

又
（

長

崎
志
）

　
云
」

以
下
の

五

葉
。

正

斎
蔵
印

・

幸
田

成
友
印
あ

り
。

二
一

五

ー

＝
二…
二

　
七

⊥
二

瞬

　
口

本
漂
流
譚
本

　
石
井

民
司
（

研
堂
）

編
述
「

日

本
潭
流
譚
　
第
二

編
」

　
（

学
齢
館
発
見
・

　
明
治
二

十
六
年

十
一

月
刊
）

の

「

第
六
談
　
常
人

安
南
に

漂
流
し

同
胞
に

　
邂
遁

し
て

帰
国
す
「

（
一

−
二

〇
頁
）

　
こ

れ

は
自
序
に

「

予
が

此

篇
ヲ

公
二

％
テ

児
童
ノ

読
本
二

充
ル

モ

ノ
」

と

　
あ
る

如
く、

現

代
語
訳
の

た

め

史
料
価
値
は

少
な

い
。

鬮

　
奇

談
全

集
本

　
石
井
民
司

編
校
訂
「

校
訂
漂
流

奇
談
全

集
」

（

続
帝

国
文

庫

第
二

二

編
）

　
（

博
文
館
発
行
・

明
治
三

十
三

年
七

月
初
版
刊
）

の

「

第
十
三

編
　
安
南

　
国
漂

流
物
語
」

　
（

二

二

七

−
二

四
四

頁
）

　
こ

れ
は

コ
ロ

子

和

元
年
（

一

八
〇
一
）

六
月
写
」

の

写

本
を

校
訂
し

た

も
の

　
で

、

 
漂
流
叢
書
本
の

類
本
で

あ
る

。

又
同
書
に

は

「

第
十
四
編

奥
人

　

安
南
国
漂
流
記
」

（

二

四
五

−
二

四
七
）

も

収
む

。

「

襁
　
近

藤
全

集
本

N 工工
一
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書
刊
行

会
編
輯

「

近

藤
正

斎
全
集
　
第
一
」

（

同
会
発

行
・

明
治
三

十

　
八

年
十
］

月
刊
）

の

「

安
南
紀

略
藁

　
巻
之
］
　

国
号

及
往
来
之
事
」

の

　

中
の

「

又
（

長

崎
志
）

云
」

以

下
（

九
i
＝

頁
）

　
こ

れ
は

岡
安
南
紀
略

藁
本
の

類
本
の

刊

本
で

あ
る

。

 

長
崎
志
本
を
参
照

　
す
る
こ

と
。

勧

　
通

航
一

覧
本

　
国
書
刊
行
会
編
輯
「

通

航
一

覧
　
第
四
」

　
（

同
会
発
行
・

大
正

二

年
四

月

　
刊
）

の

「

巻
之

百
七
十
七
安

南
国
部
七
　
漂

流
」

〔

五

四

四

−
五
五

四

頁
）

　
こ

れ
は
長

崎
志
か

ら
引
用
し
た

部
分
（

五

四

四
−

五

四
七
）

と

迷
復
記
か

　
ら
引
用
し
た

部
分

（

五

四
七

i
五
五

四
）

と
か

ら
な

る
。

 

迷
復
記

本
と

　
醜
長

崎
志

本
を

参
照
す
る

こ

と
。

 
　
長

崎
志
本

　
田
辺
八

右
衛
門
茂
啓
編
輯
．

古
賀
十
二

郎
校
訂
「

長
崎
志
正

編
（

長
崎
実

　
録
大
成
）

」

（

長
崎
文
庫
刊

行
会
発
行
・」
昭

和一
二

年
年
｝

月
刊
）

の

「

第

十

　
二

巻
日

本
ヨ

リ

異
国

渡
海
之

部
　
唐
国
ヨ

リ

日
本
人
送

来
之
部

　
一

、

安

　
南
船
ヨ

リ

外
国
漂
着
之
者
七

人
送
来
事
」

　
（

四
五

六
−

四
六
一

頁
）

　
 
安

南
紀

略
藁
本

 
近
藤

全
集
本

 
通

航
一

覧
本
を

参

照

す

る

こ

　
と

。

 

　
古
事
類
苑
本

　
「

古
事
類
苑
（

神
宮
司
庁
蔵
版
）

外
交
部
二
」

（

古
事
類
苑
刊

行
会
発
行

・

　
昭
和

九
年
一

月
刊
）

の

「

外
交
部
十
六

　
安
南
　
漂
流

　
〔
安
南
国
漂

流

　
記
〕
」

（

二一

＝

1
二

二

二

頁
）

　
こ

れ
は

安
南
国
漂
流

物
語
の

最
初
の
一

部
分
だ

け
で

あ
る

が
、

働
昌

平
坂

　
　
　
「

安
南
国

漂
流
物
語
」

に
つ

い

て

　
本
の

類

本
か

ら
と
っ

た
も
の

と

考
え

ら
れ
る

。

 
　
南
海
漂
流
譚
本

　
柴

　
秀
夫
編
纂
「

南
海
潭

流
譚
」

　
（

双
林

社
発

行
・

昭
和

十
八

年
十
一

月

　
刊
）

の

「

安
南
国
潭
流
記
」

　
（

一

二

五

−
一

四

三

頁
）

　
最
初
の

部
分
が

少
し
異
な
る

が
、

他
の

部
分
は

捌
漂
流
叢
書
本
と
ほ

ぼ

同

　
じ
。

ω

　
日

本
人

漂
流
記

本

　
川

合
彦
充
著
「

日

本
人
漂

流
記

（

現
代
教
養
文
庫
五

九
八
）

」

（

社
会
思

想

　
社
発

行
・

昭

和
四
十
二

年
十
二

月
刊
）

の

「

第
一

部

運

命
の

漂
流
者
た

　
ち

安
南

（

ベ

ト

ナ
ム
）

に

漂
着
し
た

二

組
の

漂

流

者
」

（

二

三

⊥
二

八

　
頁
）

　
こ

れ
も

現
代
語
訳
で

史
料

価
値
は
少
な
い

が
、

註
に

参
考
と
な
る

部
分
が

　
あ
る

。

幽

　
庶
民

史
料
集
成

本

　
池
田

　
皓
編
集
「

日

本
庶

民
生
活
史
料
集
成
　
第
五

　
漂

流
」

　
（一一
＝

書

　
房
発

行
・

昭
和
四
十
三

年
九
月
刊
）

の

「

安
南
国
漂
流
物
語
」

　
（

五

八

九

　
五

九
八

頁
）

　
こ

れ
は

 
漂
流
叢

書
本
を

底
本
と
し
て

い

る
。

な

お

解
題
・

註
記
は

参
考

　
に

な

る
。

な
お
「

安
南
国
漂

流
物
語
」

を

そ

の

構
成
形
式

・

記
述

内
容
な

ど
の

点
か

ら

次
の

如
く
分
類
で

き
る

。

即
ち
長

崎
奉
行
所
に

よ

る

漂
流
者
の

調

書
の

系
統
と

考
え
ら

葛
29

〜

暑
遷
長
久

保
赤
水
の

著
わ
し
た
「

蜜

南

国

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
（

三
三

五
）

　
　

九
五
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



Keio University

NII-Electronic Library Service

Kelo 　Unlverslty

史

学
　
第
四
十
五

巻

第
三

号

漂
流
物
語
」

を
ほ

ぼ

正

確
に

転
写
し

た

「

物
語

系
」

、

そ

し
て

「

安
南
国
漂

流
物
語
」

を
一

部
省
略
し
た

「

漂
流
記
類
」

の

三

つ

が

そ

れ
で

あ
る

。

次
に

「

安
南
国

漂
流
物
語
」

の

系
統
表
を

付
し
て

お

く
。

　

　（
30
）

　

「

安
南
国
漂
流
物
語
」

系
統
表

D

口

書
系

　

（
　

　
　
海
外
異
聞
乙

本

D

物
語
系

　

（

　

　
 

史
料
編
纂

所
本
・

長
久
保
本

　

　
囚
瀬
谷
本

　
　
　

 
宝
覚
山
本

恥

漂

流
記
類

甑

帝
国
図
書

館
本
系

　

　
 

帝
国
図
書

館
本

・

武
道

撫
萃
録
本

　

　
’

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
〃

　

　
 

藤
氏
本
　
　
　
　

 

外
国
通

覧
本

　

欟

迷
復
記

本
系

　

　
　
迷

復
記

本
・

久
須
美
本

　

剛

　
佐
久
間
本
系

　

　
 
佐
久
聞
本
　
　
　

 
昌

平
坂
本

　

 

　
水
戸

図
書
館
本

　

　
◎
水
戸
図
書
館
本
・

九
州

大
学
本

　

　
ノ

　

　
 
海
外
異
聞
甲
本

・

馬
場
本

　

 
そ

の

他

　

　
　

漂
流
雑
記
本
・

海
軍
文
庫
本

　

　
　

漂
南
聞

略
本
　
　
漂
流

叢
書
本

（

三

三
亠
ハ
）

近

藤
文
庫
本
　
　
安
南
紀
略
藁
本

凾
館
図
書
館
本
・

開
拓
使
本

三

　
内

容

九
六

　

「

安
南
国
漂
流

物
語
」

の

内

容
は
、

姫
宮
丸
の

水
主
ら

の

銚

子
か

ら
マ

イ

ニ

チ

ハ

マ

ま
で

の

漂

流
中
の

模
様
と
ヴ
ェ

ト

ナ

ム

（

マ

イ
ニ

チ
ハ

マ

・

会
安
）

滞

在
中
及
び

帰
国
ま
で

の

行
動
を
記
し
た

「

安
南
国
へ

漂
流
の

始
末
」

、

ヴ

ェ

ト

ナ

ム

滞
在
中
に

見
聞
し
た

風

俗
習
慣
を
記
し
た

「

安
南
国
逗

留
中
見
聞

仕
候
雑
談
」

、

ヴ
ェ

ト

ナ
ム

語
を

記
し
た
「

安
南
語
」

の

三

つ

の

部
分
か

ら

な
る

が

安
南
国
へ

漂

流
の

始
末
の

部
分
は

研

究
の

主

要
目

的
で

は

な
い

 

で

省
略
す
る

。

　

「

安
南
国
逗

留
中
見
聞
仕
候

雑
談
」

は
三

十
三

の

短
文
か
ら
な

り、

ヴ
ェ

ト

ナ
ム

の

地
理

（

漂

着
地
マ

イ

ニ

チ
ハ

マ

・

逗

留
地
会
安
）

・

行

事
（

正

月

の

さ

ぎ
ち
ゃ

う
・

端
午
節
の

競
渡
・

盂

蘭
盆
）

。

風
俗
（

食

事
・

入

晶
・

礼

儀
。

き
ん

ま
・

葬
礼
・

相
撲

・

お

産
・

育
児
）

・

産

物
（

稲
作

。

砂
糖

・

竹
・

象
・

果
然
・

蒙

貴
（

共
に

尾

長
猿
）

・

孔
雀
・

鸚
鵡
等
）

・

そ

の

他
（

衣
類

・

暦
・

刀

剣
・

蝋
燭

・

剃
刀
・

履
・

雪
駄

・

金
銀
・

銅
銭

・

便
所
）

に

つ

い

て

記
さ

れ
て

い

る
。

し
か

し
こ

の

三

十
三

条
の

う
ち
に

は、

漂
流
者
が

ほ

と
ん

ど

無
学
に

近
い

た

め

に
、

そ

の

見
聞
を

聞
き
出
し
て

記
述
し
て

い

く
過

程
で

既
に

誤
謬
が

あ
り、

そ
の

上
、

筆
写
・

転
写
し
て

い

く

時
に

、

宀

子

句
の

入
れ

替
え

や

欠
落
が
お
こ

り
、

現
存
の

写
本
を
読
む
と

理
解
に

苦
し
む

も
の

も

少

な

く
な

い

が
、

そ

の

大
半
は
当

時
の

他
の

記
録
な
ど

と
比

較
し
て

み

る
と、

そ

の

記
述
内

容
の

正

確
さ
が

わ
か
る
。

な

お
こ

の

部
分
は

三

十
三

条
す
べ

て

N 工工
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が

全
写
本
に

あ
る

訳
で

は
な
く

、

写
本
に

よ
っ

て

多
少
の

変
化

が

あ

る

の

　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

で
、

次
に

三

十
三

条
の

項
目
と

各
写
本
と
の

関
係
を

記
し、

解
説
を

加
え

て

お

く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

鋸
）

ω

　
マ

イ
ニ

チ
ハ

マ

ー
全
写
全
写

本
に

あ
る

。

マ

イ
ニ

チ
ハ

マ

は
漂
着
地
の

」

名
称
で

あ
る

が
、

「

安
南
国
へ

漂
流
の

始
末
」

に

「

先
是

（

マ

イ
ニ

孫
パ

マ

　
を
指
す
）

よ

り
十
四
五

里
南
会
安
と

云
大
湊
ヱ

行
」

と

あ
る

だ

け
で

、

ヴ

　
ェ

ト
ナ

ム

の

何
処
か
は

不
明

。

な

お

凾
館
図
書

館
本
に

は

マ

イ
ニ

チ

浜
、

　
漂
流
叢
書
本
・

馬

場
本
に

は

毎
日

浜
と
書
か

れ
て

い

る
。

 

　
食
事
i
全
写
本
に

あ
る

。

朝
夕
の

食
事
の

時
用
い

る

丸
膳
ー

げ

警
σ

ロ．
的

　，
（

槃

飴
）

ー
を

卓
子
（

物
語
系
の

写

本
）

・

シ

ツ

ホ

ク

（

漂
流
記
類
の

写

　
本
）

と

書
い

て

い

る
が

、

シ

ツ

ホ

ク
は

卓
子
の

唐
音
で

あ
る

と
「

長
崎
行

　
役
貝
記
」

に

記
さ
れ
て

い

る
。

又
「

貧
者
も

皆

米
斗

り
用
候、

菜
も
魚

類

　
　
　
ブ

　
タ

　
　
　
　

ア

　
ヒ

　
ル

　
或
ハ

豕
・

鶏
。

家
鴨
等
常
に

用
候
」

之
あ
り、

日

本
と
の

相
違
に

驚
い

て

　
い
る
よ

う
で

あ
る

。

 

　
衣
類
−
全
写
本
に

あ
る

。

但
し

昌

平
坂
本
は

食
事
の

条
よ

り
船
中
の

武

　
具
の

条
ま
で

を
」

文
の

如
く

続
け
て

書
い

て

あ
る

。

衣
類
に

つ

い

て

は

　
「

貧
者
も

木
綿、

中
以
上
の

人
ハ

緡

服、

仕
立

縫
様
ハ

唐
人
と
同
」

と

記

　
し

、

写
警
（

紳
）

に

つ

い

て

も

「

冠
む

り
物
も

木
綿
或
ハ

縮
緬
に

て

頭

　
を
包
む
」

と
あ
り

、

女
子
の

耳
金
に

も
言
及
し
て

い

る
。

 
　
会
安
−

全
写

本
に

あ
る

。

漂
流
者
の

逗

留
地
で

あ
る

会
安

に

つ

い

て

　
　
（

33
）

　
は

、

石
原
道
博
教
授
は

、

音
が
近
い

こ

と

と

日

本
の

朱
印
船
の

渡
航
が

し

　
ば
し
ば
あ
っ

た
地

方
で

あ
る
と
い

う
二

点
か

ら
、

こ

れ
を

乂

安
Z
αq

幕・
き

　
に

比
定
さ

れ
て

い

る

が、

や
は

り
こ

れ
は
当

時
中
国
人

貿
易
商
人
が

活
躍

「

安
南
国

漂
流
物
語
」

に

つ

い

て

　
し

、、

鎖
国
以
前
に

は
日

本
人
町
も
あ
っ

た

会
安

口
σ

議

〉
出

（

フ

ェ

フ

ォ

　
　
　
　
　
（

蹴）

　
閏
印

頃
oo

）

に

比

定
さ

れ
る
べ

き
で

あ
る

と
考
え
る

。

何
故
な

ら
ば

、

会
安

　
は
、

柴
市
江
の

河
ロ

ー
大
瞻

海
門
又
は

大
占
温
ロ

ー

よ

り
一

里
半
程
川
上

　
に

あ

り、
・

本
文
中
の

「

会
安
ハ

海
よ

り
一

里

程
川
上
の

湊
に

御
座
候
」

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
35V

　
一

致
し
、

又
「

表

向
は
皆
瓦

屋
塗
屏
」

に
つ

い

て

も、
　
「

大
南
一

統
志

　
巻
五

　
広
南
省
」

の

市
舗
に

、

　
「

会
安
舗
（

中
畧
）

南
浜
大
江
岸、

両
旁

　
瓦

屋
蝉
聯
二

里
許
」

と
て

り、

更
に

本
文
中
に

見
え

る

海
国
尊
親
（

本
尊

　
ハ

女
の

面
躰
）

・

配
徳

金
山
宮

。

関
帝
廟
の

三

寺
院
も
、

同
書
の

祠
廟
に

　
記
さ
れ
て

い

る

天
妃
祠
・

真
武
祠

・

関
公

祠
に

相
当
す
る

も
の

と

考
え

ら

　
れ
る

し
、

会
安
の

発
音
に

つ

い

て

も、

海
外
異
聞
乙

本
に
、

　
「

此
ホ

イ

ア

　
ン

ハ

会
安
の

唐
音
ニ

テ

御
座
候
」

と
あ
る
こ

と

か
ら

、

ホ

イ

ア

ン

と
発
音

　
し
て

い

た
こ

と
が

わ
か
る

か

ら
で

あ
る

。

 

　
人

品
−

全
写
本
に

あ
る

。

ヴ
ェ

ト
ナ

ム

人
は

日

本
人
と

同

様

色

白

で

　
「

人

品
宜
敷
御
座
候
」

と

あ

り、

特
に

女
子
の

美
し
さ
を

述
べ

、

官
人
ら

　
し
き

人
は
「

衣
類
繻
子

・

純
子
等
を

用
イ
」

、

一
〇
ロ

αq

（

幡
）

と
い

う

日

傘

　
を

外
出
の

時
、

用
い

る

こ

ど
等
を
記
し
て

あ
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

36
）

 

　
き
ん

ま
ー
全
写
本
に

あ

る
。

ヴ
ェ

ト

ナ

ム

人
の
べ

テ

ル

を
喰
む
風
習
に

　
つ

い

て
、

　
「

安
南
の

人
ハ

貴
賤
共
二

惣
し

て
、

ラ

ボ

と
申
木
実
ポ

イ
と

云

　
白
粉

、

ポ

イ

と
は

牡
蠣
の

灰
な

り
、

是
を
カ
ウ

と

云
木
の

葉
ヱ

包
ミ
、

平

　
生
腰
巾
着
ヱ

入
置、

時
々

に

食
申
候

、

或
ハ

刻
ミ

煙
草
ヱ

交
へ

て

阻
申
候

　
赤
汁
出
て

唇

染
り

歯
黒
く
成
物
な

り、

私
共
味
イ

見
候
処
少
々

渋
く
て

口

　
中
爽
成
る

物
二

候、

彼
国
に

て

は

客
人
の

饗
応
に

も
不
レ

絶
用
申
候
」

と

　
詳
し
く

記
し
て

あ
る
が

、

漂
流
者
ら
が

安
南
の

マ

イ

ニ

チ
ハ

マ

に

漂
着
し

（

三

三

七
）

九
七
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史

学

　
第
三

十
五

巻

　
第
三

号

　
た

時
に

見
た
ヴ
ェ

ト
ナ

ム

人
が
「

皆
総

髪
に

て

歯
黒
く
何
か

赤
き

物
を

噛

　
で

口

の

両
傍
赤
汁
に

染
み
恐

敷
有
様
」

で

あ
っ

た

と

記
し
て

い

る

如
く
、

　
こ

の

風

習
も
日

本
人
で

あ

る
漂
流
者
ら
の

目
に

は
奇

異
な

も
の

と
し
て

映

　
っ

た
の

で

あ
ろ

う
。

な

お

本
文
中
の

ラ

ホ

は

賃、

畧
、

ホ

イ

は

『

勲、

カ

　
ウ

は

8
ロ

の

訳

音
で

あ
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　
テ

　

ト

 

　
正

月
−

全
写
本
に

あ

る
。

元
旦
節

日
ゆ

津

に

家
の

門
に

旗
や
鐘
な
ど

を

　
吊
し

た

青
竹
を

立
て

る

ヴ
ェ

ト

ナ

ム

の

風

習、

即
ち

o

身
p

曾
（

核
標
）

　
に
つ

い

て

「

正

月
ハ

門
ヱ

業
竹
ヲ

壱

本
宛
十
五

日

迄
立

置
」

と
記
し
て

い

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
37
）

　
る

。

な
お

ヴ
ェ

ト

ナ
ム

で

は

招
魂
儀
礼
の

時
に

も
神
幡
な

ど

を
吊

す
の

に

　
青
竹
を
用
い

る
。

又
日

本
に

お
け
る
正

月
門
に

立
て

る

松
竹
及
び
七

夕
に

　
立
て

る
笹

竹、

中
国

及
び
日

本
で

祭
場
の

周
囲
に

立
て

る

標
竹

、

苗
族
が

　
墓
地
に

立
て

る

青
竹
な

ど

儀
式
に

竹
を

用
い

る
例
は

多
い

。

こ

れ
は

古
代

　
東
洋
人
の

霊
魂
思
想
の
一

面
を

暗
示
す
る

も
の

と

思
わ

れ
る

。

次
に

、

正

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
（
88
）

　
月
の

子
供
の

遊
び
と
し
て

棧
切

丁
（

長
久
保
本
）

と
い

う

名

で

。

巴

q
仁

　
　

　
　

　
　

　

（

39
）

　
（

核

郷
）

と
い

う
ぶ

ら
ん

こ

に

も

言
及
し

て

い

る
。

な
お

本
文
の

「

男
女

　
の

正

月
游
二

棧
切
丁
ヲ

作
り

、

細
竹
弐
本
下
ケ

板
の

両
方
ヱ

貫
下
よ

り
楔

　
し

め
、

板
ノ

上
に

弐

人
宛
乗
り
て

突
出
し

て

振

り
候

、

後
ニ

ハ

乗
人
自
ラ

　
振
り

動
し
て

游
び
、

土

手
振
り
申
候
ハ

倒
二

成
程
二

振
リ

申

候
」

の

文

　
は

、

飾

曾
ゲ

q
⊆

（

打
榔
）

（

ぶ

ら
ん

こ

遊
び
）

の

内
の

象

曾、
9
．

（

鄭
遙
）

　
1
頂
を

固
定
し

て

斜
め

に

立
て

た

三

本
の

竹
を

支
柱
に

し
、

こ

れ

を
竹
の

　
横
木
で
つ

な
ぎ
、

二

人

又
は
一

入
が

乗
り

、

自
分
の

身
体
が

地
面
と

平

行

　
に

な

る
ま
で

振
っ

た

者
を

勝
ち
と

す
る

ぶ

ら
ん

こ

遊
び

ー
を

指
す
も
の

と

　
考
え

ら
れ
る

。

（

三

三

八
）

九
八

 
　
端
午
節
！

全
写

本
に

あ
る

。

ヴ
ェ

ト

ナ

ム

人
が
五

月

五

口

に

げ

雪
げ

　
 

ご
コ

（

餅

嫉
）

を
食
べ

る

習

慣
に

つ

い

て
、・

本
文
に

は

「

五

月
五

日

に

は

　

生
米
を
笹
の

葉
ヱ

包
ミ

入
、

煮
て

粽
の

様
二

相
用
候
」

と

記
し
て

い

る
。

　

又、

ヴ
ェ

ト
ナ

ム

の

競
渡
に
つ

い

て

も、
　
「

此
日

船
蝣
山
あ
り、

小
船
二

　

十
七

八
人

宛
乗
り、

舳
二

竜

頭
ヲ

飾
リ
、

艫
二

旗
ヲ

立、

摺
ヲ

左
右
二

拾

　
八

丁
立
て
ハ

イ
八

イ

と
囃
し
て

鉦
・

太
鼓
ヲ

鼓
し
競
ひ

渡
り
候
」

と

書
い

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
40
）

　
て

い

る
。

な

お
、

ヴ
ェ

ト

ナ
ム

に

お

け
る

競
渡
は
雨
乞
の

祭
礼
と
し
て

行

　
な

わ
れ

、

特
に

五

月
五

日

に

行
な

わ
れ

る

の

は

農
耕
に

欠
く
べ

か
ら
ざ
る

　

水
を

確
保
す
る

た
め
に

雨
乞
い

を

す
る

時
期
に

相
当

す
る

か

ら
で

あ
る

。

 
　
盂

蘭
盆
−
宝
覚
山
本
の

み

欠
く
σ

ヴ
ェ

ト

ナ

ム

に

お

け
る
年

中
行
事
の

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
41
）

　
う
ち

最
も
重
要
な

も
の

の
一

つ

に
、

旧
暦
七
月
十
五

日

に

行
な

わ
れ
る

中

　

元
節

日
ゆ

津

日

ヨ
コ

鵬

Z
唹

ロ

団

曾

が
あ

り、

こ

の

行

事
は

日

本
の

盂

蘭
盆

　

会
と

同
じ
も
の

で

あ
る

。

た
め

に

本
文
の

「

七

月
の

盆
ハ

不
致

候
哉
」

は

　
漂

流
者
た

ち
の

見

聞
の

誤
り
で

あ
ろ

う
。

 
　
象
ー
漂
流
雑
記

本
の

み

こ

れ
以

後
の

項
目
を

欠
く
。

漂
流
者
ら
は

「

南

　

京
人
二

誘
引
セ

ら
れ

会
安
よ

り
三

里

程
西
ノ

在
郷
象
有
所
ヱ

見

物
に
」

行

　
き

、

象
の

食
事
や

水
飼
を

見
物
し
た
こ

と
を

記
し
て

い

る

が
、

こ

れ

ら
の

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
42
）

　
象
も
「

公
儀
に
て

買
（

飼
）

置
物
」

で
、

軍
用
の

た
め

に

使
役
さ

れ
た

ら

　
し

い
。

ω
　
葬
礼

ー
漂
流
雑
記

本
の

み

欠
く

。

漂
流

者
ら
は
会
安
滞
在
中
に

見
物
し

−
　
　
　
　
　
　
　
　

（
43
）

　
た

ヴ
ェ

ト

ナ

ム

の

葬
礼
に
つ

い

て

も
詳
し
ぐ

記

し

て

い

る

が
、

特

に

　

嘗
賃
o
ゴ
σq

含
（

方
岫
又
は

方
遊
）

に

つ

い

て

「

女
ハ

一

所
に

集
り、

廻

　
り
に

長
サ

弐
間
横
壱

間
斗
り
の

幕
ヲ

引
廻

り
行

候
間、

装
束
之

様
子
相
国

N 工工
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白

　
見
申
さ

ず

候
」

と

書
い

て

あ
る

。

又
「

其
所
の

風
俗
ヲ

承
る

に

貴
人
死
し

　
て

五

月
斗

り
不
葬

、

家
内
に

棺
ヲ

留

置
候

、

下
輩
の

者
ハ

屍
を

当
座
二

埋

　
む

、

其
時
過
て

格

式
之

葬
礼
ハ

仕
甲
候
」

と

興
味
深
い

事
実
を

報
告
し

て

　
い

る
。

働

　
ト
ン

タ

イ

グ
ン

シ

ー
漂
流
雑
記

本
の

み

欠
く

。

　
「

南

京
の

ト

ン

タ

イ
グ

　
ン

シ
」

は

南
京
入
安
南
貿
易
商
で

、

漂
流
者
ら
を

引
き

取
り、

ヴ
ェ

ト
ナ

　
ム

滞
在
中
の

世
話
及
び

帰
国
の

た
め
の

工

作
を
し
て

く
れ
た

人
物
で

あ
る

　
が
詳
細
は

不
明
で

あ

る
。

又
「

安
南
国
王
の

居
所
ホ

イ

ホ

ン

コ

ク
と
や
ら

　
申
処
」

は
、

会
安
を
フ

ェ

フ

ォ

に

比

定
す
る

と
、

阮

氏
の

拠
所
広

南
を

指

　
す
も
の

と

考
え

ら
れ
る

が
、

何
の

音
訳
か

は

不

明
で

あ
る

。

な

お
「

結
構
、

　

成
る

乗
物
二

乗
リ
上
下
拾
四
五

人
に

て

往
来
致
候
」

の

内
の

結
構
成
る

乗

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

（

44
）

　

物
と
は

、

ハ

ン

モ

ッ

ク

式
の

駕
籠、
−

即
ち

巳

曾
（

轎
）

を

指
す

も
の

と

　

考
え
ら
れ
る

。

 

　
焚
火
−
漂
流
雑
記

本
の

み

欠
く
。

　
「

安
南
国
ハ

火
を

焚

時
に

硫
黄
附
木

　
不
レ

用
」

の

で、

漂

流
者
た
ち
が
「

着
岸
の

始
、

舟
道
具
ヲ

割

リ

焼
候

　
節

、

附

木
無
く
火
附

兼
至

極
に

困
リ
申
候
」

と

記
し
て

い

る

が
、

ヴ
ェ

ト

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
ユ

ヘ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
ナ
ム

で

付

木
を

用
い

な

い

理

由
を
「

畢
竟
暖

国
故、

薪
柴
火

移
リ

能
キ
と

　
相
見
候
」

と
推

測
し
て

い

る
。

鋤

　
稲
作
−

漂
流

雑
記

本
の

み

欠
く

。

本
文
に

「

安
南
国
の

稲
作
ハ

年
二

弐

　

度
宛
刈
納

申
候
」

・
「

一

作
ハ

霜

月
植
ヱ

三

月

刈
、

一

作
は
五

月
植
テ

九

月

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
（

45
）

　

刈
と
あ
る

は
、

ヴ
ェ

ト

ナ

ム

の

代
表
的
な
二

種
類
の

米
、

即

ち

占

城

米

　
一
¢
簿

鼻
謠

ヨ

と

糯
米
σq
心

o

冨
ゆ、

℃

を

指
し
て

い

る

も
の

と

考

え

ら

れ

　
る

。

次
い

で

稲
作
の

様
子
や

農
作
物
に
つ

い

て

記
し

、

　
「

米
直
段
日

本
升

「

安
南
国
漂
流
物
語
」

に
つ

い

て

　
壱
升

程
、

安
南
銭
拾
弐
文

、

沍
ハ

廿
四
五

文
位
」

と
米
や

酒
の

値
段
に

も

　
触
れ
、

最

後
に

ヴ
ェ

ト

ナ

ム

と

日

本
の

尺
の

違
い

に
つ

い

て
、

　
「

安
南
の

　
壱
尺
ハ

日

本
の

壱
尺
五

寸
二

候
」

と
記
し
て

い

る
。

 

　
金

銀
銭
i
漂
流
雑
記

本
の

み
欠
く

。

安
南
銭
は

「

金

生
宜
し

か

ら
ず
」

、

　
「

南
京
銭
も
多
く

入
雑
通

用
致
」

し、

「

惣
而
銭
通
用
に

て
」

「

金

銀
は

平

　
生
通
用
無
之
」

と

記
し

て
お

ゆ
、

　
「

銭
ハ

六

拾
文
ヲ

百
文
と

定
メ

候
間、

　
安
南
国
の

壱
貫

文
は

日

本
の

長
銭
六
百

文
也
」

と
、

漂
流
者
ら
自

身
の

会

　
安
に

お
け
る

見

聞
を

記
し
て

あ
る

。

 

　
産

物
−
漂
流
雑
記

本
の

み

欠
く

。

漂
流
者
た

ち

が
帰
国
の

た

め
に

乗
っ

　
た
南
京
亥
四

番
船
に

積
ん
だ

ヴ
ェ

ト

ナ

ム

の

産
物
と
し

て
、

　
「

砂
糖
。

胡

　
椒

・

牛
皮
・

牛
角
・

象
牙
・

科
藤

・

奇
南
・

柄
鮫
・

薬
種
の

類
」

及
び

孔

　
雀
・

鸚
鵡
・

「

烏
の

様
成
鳥
」

即
ち

山
呼
・

「

猫
之
様
ニ

テ

尾
長
キ

獣
」

　
即
ち

蒙
貴
・

象
牙
を

あ
げ
て

い

る
。

働

　
砂
糖
−

漂
流
雑
記
本
の

み

欠
く

。

ヴ
ェ

ト

ナ
ム

に

と
っ

て

砂

糖

は
、

　
「

私
共
乗
船
ヱ

も
二

千
俵
積
候、

其
外
二

拾
七
八

艘
の

南
京
船
ハ

何
れ

も

　
買
積
候、

安
南
国
の

砂
粋
第
一

大
分
二

相
見
候
」

と

漂
流
者
ら
が
述
べ

て

　
い

る

よ

う
に

主

要
生
産

物
で

あ

り、

か
つ

又
主

要
輸
出
品
で

も
あ
っ

た
。

　
　
　
　
　

（
46
）

　
こ

の

こ

と
は
「

和
漢
三

才
図
会
　
巻
九
十
蕨
果
類
」

の

氷

鱠
・

館
霜
・

石

　
密
に

、

「

自
二

異
国
7

所
び

来
大
概
記
二

于
左一
、

白
沙
糖

者
凡
二

百
五

十
万
斤

　
（

中
略
）

凡
太
寃
為一一

極
上
叫

交
趾
次
び

之
…、

黒
沙

糖
凡
七
八

十
万

斤
、

　

交
趾

為
ソ

上
…
、

」

と

記
さ

れ
て

い

る
よ

う
に

、

日

本
で

も

ヴ
ェ

ト

ナ
ム

の

　
砂
糖
の

良
質
で

あ
る
こ

と

を
高
く

評
価
し

て

い

た
こ

と

と
、

　
「

バ

タ
ビ

ヤ

　
城
日

記
」

の

寛
文
三

年
（

一

六
六
三
）

に
、

支
那
戎

克
船
の

輸
入
せ

る

砂

（

三

三

九
）

九

九
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史

学

　
第
三

十
五

巻

　
第
三

号

　
糖
類
と
し
て
、

「

交
趾

四
隻

白
糖
三

〇
二

六
〇

斤
、

黒
糖
一

二

二

〇
〇

　
〇
斤
」

と

あ
り、

白
糖
は

合
計
の

五

分
強、

黒

糖
は
四

割
五

分
強
に

達

す

　
る
こ

と

か

ら
も
判
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
47
）

 

　
暦
ー
漂
流
雑
記

本
の

み
欠
く

。

漂
流
者
た

ち
が

、

貰
っ

た
「

安
南
去
年

　
の

暦
」

を

見
て

、

「

国
号
年
号
共
に

大

清
ト

ハ

違
ひ
」

、

大
越

・

景

興
と

記

　
さ

れ
て

い

る

こ

と
と
、

　
「

当

亥
（

一

七
六
七
）

の

閏
月
」

が
「

安
南
ハ

日

　
本
ト

同
じ

九
月
」

で

あ
っ

て
、

大
清
国
の

閏
七

月
と

は

違
っ

て

い

る
こ

と

　
か

ら
、

、
ヴ
ェ

ト

ナ

ム

（

安
南
）

が

「

大
清
ト

ハ

別
国
別
王
」

の

独
立
国
で

　
あ
る

と
判

断
し
て

い

る

こ

と
は

興
味
あ
る

記

述
で

あ
る

。

働

　
礼
儀
i
漂
流
雑
記

本
・

凾

館
図
書

館
木
は

こ

の

条
を

欠
く
。

ヴ
ェ

ト

ナ

　
ム

人
は

中
国
人
と

同
じ
く

、

　
「

人
二

対
し

礼
致
し

候
時
ハ

、

必
ず
立
て

、

　
両

手
の

指
ヲ

組
合
せ

、

首
を

少
し

屈
メ

、

頭
を

下
ケ
礼
致
し

候
」

と
記
し

　
て

あ
る

。

 
　
猿
−

漂

流
雑
記
本

・

漂
流
叢
書
本

・

佐
久
聞
本
・

凾

館
図
書
館
本
・

九

　
州

大
学
本
、

奇
談
全

集
本
・

南
海
漂
流
譚
本
は
こ

の

条
を

欠
く

。

本
文
に

　
「

尾
長
く

猫
の

如
く
に

候、

臀
赤
か−
ら

ず、

手
飼
二

致
候
時
ハ

、

尾
を

切

　
り
申
候
」

と
あ
る

「

安
南
の

猿
」

と
は
、

果
然
（

即
ち

尾
長
猿
）

を

指
す

　
も
の

と

考
え
ら
れ
る

。

 
　
刀
剣
−

漂
流
雑
記

本
の

み

欠
く

。

　
「

安
南
の

太

刀
ハ

、

日

本
の

刀
」

と

　
同
じ

作
り
で

、

　
「

柄
・

糸
縁

。

目
貫
・

鍔
・

鞘
等
造

り
様
も
日

本
の

三

度

　
拵
と

同
じ

」

で

あ
る

が
、

刀
の

下
げ
方
が
「

柄
と

鞘
ト

と
糸
の

両

端
に

て

　
縛
り、

左
り
の

肩
に

掛
ケ、

右
ノ

脇
ヱ

ぶ

ら
下
ケ

、

⊥

衣
二

帯
無
」

く
、

　
旧

本
と
は

異
な

る
。

又
「

劔
ハ

一

切
見
当
リ
不

申
候
」

と
記
し

て

い

る
。

（

三

四

〇
）

　
一

QO

囲

　
船
中
の

武
具
−
漂
流
雑
記
本
の

み
欠
く
。

こ

の

条
に

は
、

　
「

南
京
人、

　
船

中
に

て

刀
剣
の

類
、

武
具
の

類
所
持
不
レ

仕
候
」

と

記
し

て

あ
る

。

 
　
蝋
燭
1
漂
流
雑
記

本
・

昌
平
坂
本

・

佐
久

間
本
は
こ

の

条
を

欠
く

。

．
こ

　
の

条
に

は
、

　
「

安
南
に

て
、

蝋
燭
を
甕
中
ヱ

塩
漬
二

仕
貯
候

、

卵
も
同
様

　
に

候
」

と

記
し

て

あ
る

が
、

当
時
ヴ
ェ

ト
ナ
ム

で

は
、

蝋
燭
や

卵
を
こ．
の、

　
よ

う
な

方
法
で

貯
蔵
し
て

お

い

た

よ

う
で

あ

る
。

囲

剃

刀
ー

漂
流
雑
記

本
の

み
欠
く

。

昌
平
坂
本
は

こ

の

条
よ

り
便
所
の

条

　
ま
で

を
一

文
の

如
く

続
け
て

書
い

て

あ
る

。

「

小
包
丁
の

如
く、

刃

先
角

　
に

て

柄
を
附
引

廻
し
て
、

刃
ヱ

か

ぶ
せ

置
候

、

」

と

記
さ
れ

て

い

る
「

安

　
南
の

剃
刀
」

と
は

、

摺
刀
ー
即
ち
ヴ
ェ

ト

ナ

ム

語
で

は

量
o

濫
6
（

交

ノ
ヒ

　
笈
）

と
い

う

ー
を

指
す
も
の

と

考
え

ら
れ
る

。

 

　
履
・

木
履
−
漂
流
雑
記
本
の

み

欠
く

。

本
文
に

「

底
は

革
に

て
、

甲
は

　
羅
紗

・

繻
子
抔
の

き
れ
を

用

候
」

と

あ
る
「

安
南
の

履
」

は、

皮
履
−

即

　
ち

αq陣

身

匿
（

鞋
移
又
は

鞳

膨
）

ー
を

指
し

、

「

鼻
緒
有
レ

之、

日

本
の

　
如
く
に

は
き

申
候
」

と
あ
る
「

木
履
」

は

σq
ロ

O
、

。

（

跼

又

は

禍
）

を

指

　
す

。

 

　
雪

踏
・

草
鞋
・

竹
1
 
履
・

木
履
と
一

文
の

如
く
続
け
て

書
い

て

あ
る

　
写

本
も
あ
る

。

漂
流
雑
記

本
の

み
欠
く
。

雪
踏
も

草
鞋
も

「

日

本

の．
如

　
く
、

造
り
様
も
同
様
」

で

あ
る

が
、

草
鞋
は
「

か
ら
む

し
（

苧
）

ニ

テ

造

　
り

候、

稲
の

藁
を
ば

不
レ

用
」

、

又
、

「

惣
じ
て

わ
ら
細
工
ハ

無
」

く
、

縄

　
綱
な
ど
も

科
藤
・

櫟
皮
・

棕
欄
・

竹
な
ど
で

作
ら
れ
て

い

る

と
記
し
て

い

　
る

。

文
末
に

は
、

「

川
辺
の

小
屋
ハ

皆
竹
の

柱
に

て

作
リ

申
候
」

と
あ
る

。

　
こ

れ
ら
杖

ヴ
ェ

ト

ナ
ム

に

お

け
る
竹

q
 

（

椥
）

の

利
用

度
の

高
さ

を
示
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す
も
の

で

あ
ろ

う
。

 

　
籾
の

字
i

漂

流
雑
記
本

・

迷

復
記
本
・

佐
久

間
本
は

こ

の

条
を

欠
く
。

　
本
文
に

は
「

安
南
に

て

は
、

籾
ノ

字
粟
と

書
き

申
候
」

と
あ
る
が

、

籾
は

　
国
字
で

あ
る
の

で

ヴ
ェ

ト
ナ

ム

で

用
い

ら
れ
て

い

な

か

っ

た
の

は

当
然
で

　
あ
る

。

又
籾
の

代
わ

り
に

粟
を

用
い

て

い

た
と
あ
る

が
、

漢
字
の

母
国
で

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（

48）

　
あ
る

中
国
で

も

同
様
に

粟
を

用
い

て

い

る
。

 
　
会
安
の

湊
ー
漂
流
雑
記

本
は

全
文
を

欠
く

。

馬
場
本
は
田

畑
肥
て

以
下

　
を

欠
く

。

迷
復
記
本

・

久
須
美
本
は
田

畑
肥
て

以

下
を
個

稲
作
の

文
末
に

　
付
け
て

あ
る

。

会
安
ノ

湊
の

様
相
に
つ

い

て

「

正

月
ヨ

リ
、

南
京
船
十
七

　
八

艘
或
ハ

弐
拾
艘、

其
外
諸
国
の

船
、

七

月
末
迄

逗
留
仕

、

商

物

仕
入

　
候

、

南
京
人
斗
り
も
千
弐
三

百
人
居
候

間
、

上
半
年
ハ

至

極
賑
々

し
て

、

　

市
ノ

如
く

押
合
通
リ

候
」

と

記
し
て

い

る

が
、

会
会
に

お

け
る
南
京
人

、

　
即
ち

清
人
に

つ

い

て

は
、

　
「

大
南
一

統
志
　
巻
之
五

　
広
南
省
」

の

市
舗

　
に

、

　
「

会
安
舗
（

中
略
）

清
人

居
住

、

有
二

広
東
・

福
建
・

潮
州
・

海
南
・

　

嘉
応
五

幇．
→

販
昌

売
北
貨
叫

中
有一一
市
亭
会
舘
輔

商
旅
湊
集、

其
南
茶
饒
潭

　

為二

南
北

船
艘
停
泊
之

所
噛

亦
一

大
都
会
也
」

と
あ
る

の

で
、

会
安
の

繁

　

栄
の

様
子
と
と

も
に
、

本
文
の

正

確
さ

が
わ
か
る

。

次
に

「

圃
も

小
便
所

　

も
な

く
、

貴

賤
男
女

大
小
便
猥

り

平
地
二

下
し
候
間

、

路
辺
悪
臭
甚
敷

　

候
」

と

記
さ
れ

て

い

る
が
、

ヴ
ェ

ト
ナ

ム

に

も
圃

、

即
ち

厠
も
小
便
所
も

　

あ
る

の

で
、

漂

流
者
ら
の

見

聞
に

誤
り
が

あ
る
も
の

と
考
え

ら
れ
る

。

 
　
髪
結
ひ

等
−
史
料
編
纂
所
本
と

長
久
保

本
に

あ
る

。

漂
流

者

た

ち

は

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
ヒ

ゲ

　
　
「

初
の

程
ハ

、

唐
人
同
様
二

髪
髭
も
刺
り
不

申
居
候
処
、

」

ヴ
ェ

ト

ナ

ム

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
サ

ヵ

ヤ

キ

　

人
に

も
「

段
々

近
付
も
出

来
申
候
間、

髪
・

月
額
仕
候
へ

ば
、

俄
二

綺
麗

「

安
南
国
漂
流
物
語
」

に

つ

い

て

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
ア

ケ

マ

　
ニ

相
成
申
候
間、

里
人
共
六
七
入

、

天
窓
を
撫

廻
し
、

髪
油

を

嗅
見

晦

　
候

、

余
リ

綺
麗
と
存
候
哉

、

子
供
壱
人
連
レ

参
リ
て

、

顔
ヲ

刺
り

呉
ヨ

ト

　

御
座
候
間、

眉
毛
・

顔
の

内
を

刺
リ

申
候
」

と

自
分
た
ち
の

体
験
を
記
し

　
て

あ
る

。

馴

　
力
立
。

相
撲
−
漂
南
聞
略
本
（

安
南
国
追

加
の

部
分
に

あ
る
）

、

漂

流

　

叢
書
本

・

両

館
図
書

館
本
。

奇
談
全

本
・

南
海
漂
流
譚
本
に

あ
る

。

漂

流

　

者
た
ち
は
、

会
安
に

お
い

て
、

夏
の

昼
下
り

、

ヴ
ェ

ト

ナ
ム

の

若
者
た

ち

　
と

腕
押
や

相
撲
を
し
た

が
、

圧

倒
的
に

漂
流
者
た

ち
の

方
が

強
い

た

め
、

　

ヴ
ェ

ト

ナ

ム

の

若
者
た

ち
は
「

其
後
ち
か
ら

立
を
こ

の

み

申
さ
す

候
」

と

体
験
談
を

記
し
て

い

る
・

な
お

ヴ
・

ト

ナ
ム

隴
撲
は

婁
7
ρ

二
打

　

勿
又
は

打
物
）

と
い

い
、

祭
礼
に

村
毎
に

組
を

作
っ

て

行
な

う
。

そ

の

方

　

法
は

、

日

本
と

同
様
に

裸

体
に

褌
を

締
め

た

力
士

ー
ヴ
ェ

ト

ナ

ム

語
で

は

　
島
ひ

く

曾
（

都
勿
）

二
『

且

く

曾
（

務
勿
）

・
師
ひ

ξ、
o

・・
同

（

都
力
士
）

な

ど

　

と

呼
ぶ

ー
が
先
ず
村
の

守
護
神
を

杞
っ

て

あ
る

飾

ぎ
『

（

亭
）

に

勝
利
を

　

祈
願
し

て

か
ら

、

太

鼓
を

合
図
に

行
な

わ
れ
る

。

翩

　
俗
論
語
ー
迷
復
記

本
と

久
須

美
本
に

あ
る

。

本
文
に

「

安
南
国
に

て
、

　

子

供
・

娘
に

俗
論
語
と

申
本
を

あ
て

か
い

、

読
習
わ
せ

甲

候
」

と

あ
る

俗

　

論
語
と
は

何
を

指
し

て

い

る

る

か

詳
ら
か
で

は

な
い

。

又
、

　
「

私
共
逗
留

　

の

中、

か

り
請
写
し
取

持
参
致
し

申
候
」

と

あ
る
が

、

漂

流
者
ら
が

ヴ
ェ

　

ト

ナ
ム

か

ら
持
ち

帰
っ

た

品

物
の
一

覧
表
で

あ
る

「

会
安
よ

り

貰

し

品

　

々
」

に

は

見
当
ら
な
い

。．

 
　
産
と

育
児
−
昌
平
坂
本
（

 

剃
刀
以
下
の

諸
条
と
一

文
の

如
く

続
け
て

　

書
い

て

あ
る
）

・

佐
久
間
本
に

あ
る

。

当
時
ヴ
ェ

ト
ナ

ム

で

は
、

「

産
を

致

（

三

四
｝
）

　
「

〇
一

／
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史

学

　
第
三

十
五

巻
　
第
三

号

　

候
に
」

、

産
婆
も
呼
ば
ず

、

産
婦
が
「

壱
人
に

て

始
末
致
」

し
、

七
夜
も

　

過
ぎ
な
い

の

に
、

「

乳
呑
子
に

飯
を

食
さ

せ
」 、

産
婦
自
身
も
「

乳
呑

子
を

　

抱
て
」

　
「

雨
天
の

時
分
も

仕
事
」

を

す
る

と
、

漂
流
者
ら
は

驚
き

を
も
っ

　

て

記
し
て

い

る

よ

う
で

あ
る

。

鰯
　
帰
国
i
漂
流
雑
記

木
・

迷
復
記

本
・

帝
国
図

書
館
本
・

近
藤

文
庫
本
・

　

久
須
美
本
・

武
道
擁

萃
本
は

欠
く

。

昌
平
坂
本

・

海
外
異
聞
甲

本
・

外
国

　

通

覧
本
・

漂

南
聞
略
本
・

凾

館
図
書
館
本
・

水
戸
図
書
館

本
・

馬
場
本
・

　

藤

氏
本
・

九
州

大
学
本
は

こ

の

条
を

「

安

南
語
」

の

後
に

記
し
て

あ
る

。

　

こ

の

条
は

他
の

条
と

異
な

り
、

漂
流
者
た
ち
が

長

崎
に

帰
国
し

た
時
の

様

　

子
を
記
し
た

も
の

で

あ
る

が
、

長

久
保
本
に

従
っ

て

こ

こ

に

入

れ

て

お

　

く
。

本
文
に

は
、

　
「

南
京
人

の

船、

長

崎
ヱ

着
候
時
ハ

、

海
口

に

暫
く
碇

　

　
オ

ロ

　

を

脱
し

止

り
候

、

番
所
よ

り

物
見
船
壱
艘
出
し、

続
て

引
船
弐
拾
弐

艘
迎

　

に

出
て

湊
ヱ

引
入

申
候
」

と

あ
る

が
、

漂
流
者
た
ち
は
、

南
京
亥
四

番
船

　

に

乗
っ

て

明
和
四

年
七

月
十
六
日

に

長
崎
に

帰
国
す
る

と
、

長

崎
奉
行
新

　

見

加
賀
守
正

栄
に

よ
っ

て

立

山
御
屋
敷
に

て
、

「

宗
門
御
糺
し
、

踏

絵
被二

　

仰
付
嚇

漂
流
の

次
第
一
゜
通

り
御
穿
鑿
」

さ

れ
、

後
揚
り

屋
に

入

れ

ら
れ、

　

十
月
十
三

日

に

長
久
保
赤
水
ら
に

引
き

渡
さ

れ
、

十
二

月
十
六
日

に
、

二

　

年
ニ

ケ

月
ぶ

り
で

故
郷
の

水
戸
に

着
い

た

の

で

あ
る

。

　

「

安
南
語
」

は

百
六
十
九
語
の

ヴ
ェ

ト

ナ

ム

語
の

常
用

単
語
を
、

意
味
を

示
す
漢
字
・

片
仮
名
（

小
字
）

と
ヴ
ェ

ト

ナ
ム

音
を

示
す
片
仮
名
で

記
し

た

部
分
で

あ
る
・

し
か
し
・

従
来
は
こ

の

部
分
に
つ

い

で

馳
究
が

ほ

と
ん

ど

な

さ

れ
て

い

な

か
っ

た
の

で
、

こ

こ

で

は
、

百
六
十
九
語

全
部
に

つ

い

て

各

々

の

原
語
ク
ォ

ッ

ク
・

グ
ウ

の
‘

ひ、
o

ロ

σq
口、

と
の

比
定
を

試
み

た
。

し
か

（

三

四

二
）

　
一

〇・
二

し、

他
の

部
分
と
同

様
に

、

漂
流
者
た
ち
の

記
憶
違
い

や

筆
写
の

際
の

書
き

誤

り
な
ど

も
あ
る

よ

う
で
、

百
六
十
九
語
す
べ

て

に

相
当
す
る

原
語
を
見
い

出
す
こ

と
は

で

き
な
か
っ

た

が
、

次
に

そ

の

実
例
を

示
す

。

な
お

全
テ

キ
ス

ト
の

う
ち
で

、

「

安
南
語
」

の

部
分
が

あ
る
も
の

は

十
七

種
で
あ

り
、

各
テ

キ
ス

ト

に

よ
っ

て

多
少
の

相
違
が
あ
る

が
、

繁
雑
に

な

る

の

で

こ

こ

で

は

省

略
す
る

。

一
イ

チ

　
モ

ツ

日
O
齢

三
サ

ソ

バ

ア

ゲ
P

日

ジ

ツ

　

ラ

イ

コ

けq
贈

冤
（

〜

）

星
セ

ィ

　
タ

　
　
　
リ

雨
降
ア

メ

フ

リ

　
モ

ハ

篝
ロ．
眇

父
フ

　

チ

ャ

ア

。

ゴ

ρ

妻
ナ
イ

　
バ

ア

薮

酒
ナ

ケ

　
レ

ウ

H

ロ

づ．
＝

米
コ

メ

　
カ

ウ

  q8

（

”

）

難
ニ

ハ

ト

リ

ガ
ア

σq酌’

手
巾
テ

キ
ソ

　
カ
ン

犀

張
ロ

笠
ヵ

サ

　

ノ

ン

昌

ひ

コ

在
ア
ル

　
コ

ウ

。
ひ

無 碗 綿 魚 粟 飲 子 母 水 雲 月 十 ニ

ナ ワ ワ ウ ア ノ シ ボ ミ ク ゲ ヂ ニ

キ ソ タ ヲ ハ ム 　 　 ゾ シ ッ ク ィ

ハ

イ

げ

巴

モ

イ

茸
見

殳

タ

ン

ひ

貯
騎

マ

イ

日
い

踏

ヌ

ツ

ク

ロ

气
ひ壗
O

マ

ア

ヨ
 

（
〜

）

コ

ン

　
OO

コ

ヲ

ム

ロ

ひ、
ロ

町q

ロ

ウ

フ

冢
帥

カ

ア

翕

ボ

ツ

『

ひ

コ

αq

バ

ツ

げ

孚

コ

ン

犀

ゴ
ひ

口

σq

以
上
「

安

南
国
漂
流
物
語
」

に

つ

い

て
、

テ

キ
ス

ト

の

紹
介
と
ヴ
ェ

ト

ナ

ム

の

民
俗
（

「

安
南
国
逗
留
中
見

聞
仕
候
雑
談
」

）

・
旨

呈
阻

（

「

安

南

語
」

）

を
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、

巾
心
に

略
述
し
て

み

た

が
、

未
だ

研

究
の

十
分
で

な
い

部
分
も
多
く

、

例
え

ば
、

江
戸
時
代
の

日

本
に

伝
え
ち
れ
た

他
の

ヴ
ェ

ト
ナ
ム

語
1

「

南
漂
記
」

の

「

解
詞
」 、
「

安
南
紀
略
藁
」

巻
之
一

「

甲
寅
漂
民

始
末
」

の

「

風
土
記
」

の

「

方
言
之

事
］

と
「

天
明
七
年
紅
毛

船
所
載
来
ノ

安
南
人
四

人
ノ

語
」

ー

ど

の

比

較
研
究
な
ど
も

今
後
に

残
さ

れ
た

課
題
で

あ
る

。

註
（

1
）

　
漂

流
記
に

関
す
る

文
献
目
録
と

し
て

は
、

　
「

日

本
庶

民
生
活
史
料
集

　
成
　
第
五

巻
　
漂
流
」

　
（

ゴ

ニ

書
房
発

行
・

昭

和
四
十
三

年
九
月
刊
）

及

　
び
、

川

合
彦
充
著
「

日

本
人

漂
流
記
」

（

現
代
教
養
文
庫
五

九
八
）

（

社
会

　
思
想
社
発

行
・

昭
和
四
十
二

年
十
二

月
刊
）

の

「

参
考
文
献
」

が

良
い

。

　
し
か
し

単
行
本
の

み
で

、

研
究
論
文
を

欠
く

。

（

2
）

　
例
え
ば

、

古
く
は

野

上
弥
生
子

著
「

海
神
丸
」

　
（

改
造
社
発
行
6

大

　
正

十
三

年
刊
） 、

近

く
は

井
上
靖
著
「

お

ろ

し
や

国
酔
夢
譚
」

（

文
芸
春
秋

　
社
発

行
・

昭

和
四
十
三

年
刊
）

等
が

あ
げ

ら
れ

よ

う
。

（

3
）

　
安
南
漂
流
記
三

種
に

関
す
る
研
究
に

は
、

沢

井
常
四

郎
編
「
仏

領
印

　

度
支
那

　
全
　
一

名
仏
圀
日

南
の

新
領
土
」

　
（

文
明
堂

発
行

・

明
治
三

十

　
六
年
　
月
刊
）

の

内
の

高
楠
順
次
郎
博
士
の

研
究
ー

「

八
、

安
南
漂

流
海

　
路
略
説
」

及
び

「

九、

安
南
の

数
詞

、

人
代
名
詞

、

及
び

そ

の

文
字
」

1

　
と
、

石
原
道
博
「

安
南
漂
流
記
の

研
究
」

（

茨
城

大
学
文
理

学
離
紀
要
（

人

　

文
科
学
）

第
九
号

　
二

十
三

ー
三

十
六
頁

　
昭
和
三

十
四
年
二

月
刊
）

が

　
あ
る

。

　
「

安
南
国
漂
流
物
語
」

に

関
す
る

研
究
に

は
、

他
に

左
記
の

三

論
文
が
あ

　
る

。

　
　
　

「

安

南
国
漂

流
物
語
」

に

つ

い

て

　
大
内
直
之
「

奉
図
所
蔵
写
本
　
安
南
国
漂
流
記
に

就
て

日、

ω
（

未
完
と

　
（

収
書
月
報
二

十
七

　
十
三

−
十
五

頁
、

同
二

十
九

、

十
四

ー
十
七
頁

、

　
満
洲
鉄
道
 

　
奉
天

図
書
館
発
行

・

昭

和
十
三

年
刊
）

　
湯
浅
五

郎
「

水
戸
領
磯
原
村
弥
八

持
船
　
姫
宮
丸
漂
流
物
語
」

　
（

週
刊
て

　
ん

お

ん

五
七
七

　
八
ー
十
一

頁
、

同
五
七
八

　
十
四

−
十
六

頁、

同
五
七

　
九

十
六
ー

十
七

頁、

天
愚

商
事
発
行

昭
和
四

十
一

年
刊
）

　
石
原
道
博
「

い

わ
ゆ
る

漂
流
物
語
に

つ

い

て
」

　
（

週

刊
て

ん

お
ん
五

九
三

　
八

−
九
頁

、

天
恩
商
事
発
行

・

昭
和
四

十
一

年
刊
）

（

4
）

　
「

奥
州

小
名
浜
之
者
安

南
漂

流
之
次
第
」

の

写

本
は
、

海
外
異

聞
乙

　
本

・

凾
館
図

書
館
木
・

開
拓

使
本
・

安
南
紀

略
藁
本
・

九
州

文
化
乙

本
に

　
収
め

ら
れ
て

い

る
。

又
刊

本
に

は
、

長

崎
志
本
・

通

航
一

覧
本

・

近

藤
全

　
集
本
・

奇
談
全
集
本
が

あ
る

。

（

5
）

　
ζ
ヨ
Φ

竃
ロ

屋
ヨ

簿
q・

停
Ω

霧

冨
冠
o
昌
Φ
嚇

Z
＞

竃
℃

団
O
国
一

南
漂
記

　
〔

Zp

皀
冨

σQ
Φ

計
磊
｝
ゆ

oD

鼠
〕

茸
鋤
匹

巳
計

碧
 

。

ロ

需

ぎ
宍
o
山

信
o”
δ
護

　
Φ冖

号
ヨ
63
匂。噂
じ⇔°
国゜
閃゚

興

ρ
　
日
o

ヨ
 

×
図
図

目
押

這
g。

Q。

る
 

山
卜。

O
℃°

（

6
）

　
長
久
保
赤
水
に

関
す
る

主
要
な

著
作
に

は
、

　
杉
田
雨
人
著

「

長
久
保

赤
水
」

（

杉
田
恭
助
発
行
・

昭
和
九
年
四

月
刊
）

　
住
井
す
ゑ

著
「

目

本
地
理

学
の

先
駆
　
長
久
保
赤
水
」

　
（

糟
華
房
発

行
・

　
昭

和
十
八

年
刊
）

　
茨
城
県
郷
土

文
化
研
究
会
編
「

長

久
保

赤
水
」

　
（

岡
会
発
行
・

昭

和
四
十

　
五

年
三

月
刊
）

　
が

あ
る

。

（

7
）

　
テ
キ
ス

ト

の

収
集
に

際
し
て

は
、

「

国
書
総
目
録
　
第
一

巻
」

（

岩
波

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
（

三
四
三
）

　
一

〇
三

丶

・
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史
　，．

、

学
　
第
三

十
五

巻
　
第
三

号

　
書
店
発
行
・

昭

和
三

十
八

年
十
一

月
刊
）

の

安
南
国
漂
流
記
の

項脳

同

書

　
の

第
六
巻
（

昭

和
四

十
四

年
四

月
刊
）

の

漂

流
記
の

項
な
ど
に

負
う
と
こ

　
ろ

が

大
で

あ
る
。

（

8
）

　
未
収
集
写
本
は

次
の

八

種
で

あ
る

。

　
焼
失
に

よ

る
も
の

三

種
（

彰

考
館
本
・

栗
田

文
庫
甲
本

。

同
乙

本
Y
外

国

　
に

あ
る

も
の
一

種
（

奉
天

図
書
館
本
）

・

そ

の

他
四

種
（

日

本
大

学

本
・

　
青
木
本

・

九
州
文
化
甲

本
・

同
乙

本
）

（

9
）

　
「

内
閣
文
庫
国
書
分
類
目

録
　
下
」

　
（

昭

和
三

十
六
年
刊
）

地
理

　
四
、

外
国
地

誌
（

五
）

漂
流
記
　

ω
編…
六

−
一

八
五

−
一
一
二

四
　

 
編
＝

　
−
一

八

五

i
一

六
八

　
 
 
教
三

三

−
一

八
五

−
一

三

三

　
 

編
三

二

　
八
四

−
二

五
四

　
 

編
一

ニ

ー
一

八
五

ー
一

四

六

（

10
）

外
に

宮
内
庁
書
陵
部
（

片
玉

集
後
集
巻
十
七
ー
十
九
）

・

東
北

大
学

　
図

書
館
狩
野
文
庫
（

七

巻
七
冊
）

に

も
所
蔵
さ

れ
て

い

る
。

（

11
）

　
「

帝
国
図
書
館
和
漢
図
書
書
名
目
録
　
第
一

編

（

明
治
二

十
六

年
末

　
現
在
）

」

（

明
治
三

十
二

年
刊
）

八
〇
五

頁
下
　
ω
三

1
＝
二

一

−
二一
二

　
 

＝
二

ー
一

五

五

−
六
四

（

12
）

　
「

帝

国

図
書
館
和

漢
図
書
書
名
目
録
　
第
二

編

（

明
治
二

十
七

−
三

、

十
二

年
）

「

（

明
治
三

十
六

年
刊
）

一

四

頁
上

　一

−
一

九
一

−
三

五
四

（

13
）

　
「

東
京
都
立
日

比
谷
図
書
館
蔵
近
藤
記
念

海
事
財

団
文

庫
目

録
」

（

昭

　
和
四
十
一

年
刊
）

漂
流
記

（

航
海
記
）

　

四

〇
頁
　
八
三

八
・

（

14
）

　
「

日

本
海
事
叟
料
目
録
　
第
一

集
」

（

日

本
海
事

史
学
会
編
・

昭

和

　
四

十
二

年
刊
）

　

海
軍
文
庫
旧
蔵
大
口

本
海
志
編
纂
資
料
　
第
四

部
門

　
外
交
海
防
　
丙

、

漂

流
　
一

三

頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

三
四

四
）

　
一

〇
四

（

15
）

　
「

北

海
道

所
蔵
史
料
目
録

　
第
五

集
（

旧
記
の

部
）

」

（

北
海
道

総
務

　
部
文

書
課
編
・

昭

和
三

十
八

年
刊
）

　

三

頁
　
一

四
一
一

（

三

七
三

ー
一

　
九
i
旧
記
−
一
）

（

16
）

　
「

郷
土

資
料
目
録
，

第
一

集
　
異

国
船

渡
来
並
関
係
資
料
展
覧
会
出

　
陳
目
録
」

　
（

凾
館
図
書
館
編
・

昭

和
二

十
三

年
刊
）

　

四
六

頁

○
〇
二

　
三

〇
1000

七

−
六
〇

〇
一

（

7董
）

　
「

彰

考
館
図
書
目
録
」

　
（

彰
考
館
文
庫
編
。

大
正
七

年
刊
〉

巻
之
廿

　
二

　
申
部

雑
書

外
交
類

八
二

八

頁

　一

−
四
三

−
写

（

18
）

　
石

原
道

博
「

安
南
漂
流
記
の

研
究
」

（

19
）

　
長
久
保
源

吾
兵
衛
氏
は

長
久
保
赤
水
の

六

代
目
の

孫
に

あ
た

り
、

赤

　
水
の

書
屋
松
月
亭
の

故
地
（

茨
城

県
高
茨
市
赤
浜
三

番
地
）

に

住
ま
わ
れ

　
て

い

る
。

（

20
）

　
「

飄

流
安
南
海
上

図
」

は
、

　
「

長
崎
行
役
日

記
」

の

下

関
の

記

事
か

　
ら、

長

久
保
赤
水
が

作
図
し
た

も
の

で

あ
る
こ

と
は

分
か
る

が
、

長
久
保

　
本
を
除
い

て

は

何
れ
の

テ

キ

ス

ト

に

も

無
い

。

な
お

本
図
は
当

時
の

東
南

　
ア

ジ

ア

の

地
理
に

関
す
る

知
識
を

知
る

上
で

興
味
深
い

も
の

で

あ
る
。

（

21
）

　
「

（

茨

城
県
立
図
書

館
）

蔵
書
目
録
　
郷
土

資
料
篇
」

　
（

同
館
編
・

昭

　
和
四
十
四

年
刊
）

〇
九

六
　
歴
史

　
 9
　
一

二
頁
　一

＝

八

　
　
〇
九
二

〜
四
五

三

（

22Y
（

23
）

　
和
」

三

二

頁

六
二

二

　
　
〇

九
ニ

ー
二

〇
八

湯
浅
五

郎
「

姫
宮
丸
漂
流
物
語
」

「
「

「

京
都
帝
国
大
学
付
属
図
書
館
和

漢
図
書
分

類
目
録「
第
一

冊
」

（

昭

（

十
三

年
刊
）

　

二

二

八

頁
下
　
一

〇

ー
〇
一
・

フ

ニ、一
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（

24
）

　
「

九

州
帝
国
大
学
付
属
図
書
館
図
書
目
録
　
和
漢
図
書
増
加
篇
　
第

　
三

（

昭
和

十
一

年
一

月
−
同
十
三

年
十
二

月
）

」

（

昭

和
十
六
年
刊
）

　
　一

　
一

頁
右
　

国

史
ー

二

C
二
亠

ハ

ニ

（

25
）

　
「

九
州

文
化
史
研
究
所
所
蔵
古
文
書
目

録
　
第
一

分
冊
」

　
（

昭
和
三

　
十
一

年
刊
）

　
一

六
頁
　
長
沼
文
庫
　
B
、

海
事
関
係
　
五

三

（

26
）

　
「

九
州

文
化
史
研
究
所
所

蔵
古
文
書
目
録

　
第
三

分
冊
」

　
（

昭
和
三

　
十
三

年
刊
）

　

＝

三
一
頁
　
写

本
類
目
録

　
E

、

雑
　
二

三

（

27
）

　
大
内
直
之
「

奉
図
所
蔵
写

本
　
安
南
国
漂

流
記
に

就
て
」

（

28
）

　
他
に

慶
応

義
塾

図
書
館
（一

＝

五

1
＝
三
二

八

−
三
・

古

川

氏

蔵

　
書
）

・

国
立

国
会
図
書
館
（

三

−
一

二

九
ー
五
）

・

内
閣
文
庫
（

数
三

−
一

　
八
四

−
二

四
九

　
編
三

〇
ー
一

八
四

ー
二

六
七
）

等
に

も
所
蔵
さ

れ
て

い

　
る
u

（

29
）

　
長
久
保
赤
水
も

「

安
南
国
漂
流
物
語
」

を

著
わ
す
に

際
し
て

参
照
し

　
た
も
の

と
考
え

ら
れ
る

。

（

30
）

　
収
集
で

き
た

写
本
の

み
の

系
統
を
示
す

。

（

31
）

　
三

十
三

条
の

項
目
名
は
著

者
が

便
宜
上
付
け
た
も
の

で

あ
る

。

な
お

　
一

文
を
二

文
の

如
く

書
い

た

り、

二

文
を
一

文
の

如
く
書
い

た
り
す
る

等

　
の

相
違
や

字
句
の

違
い

な
ど

は

繁
雑
に

な
る

の

で

省
略
す
る

。

（

32
）

　
こ

こ

で

い

う
全

写
本
と

は、

左
記
の

「

安
南
国
逗

留
中
見
聞
仕
候

雑

　
談
」

を

有
し
て

い

る

写
本
二

十
種
と

刊
本
二

種
を
さ
す

。

漂
流
雑
記

本
・

昌
平

坂
本
・

海
外
異
聞
甲
本
・

外
国
通
覧
本
・

迷
復
記

本

　
・

漂
南
聞

略
本
・

漂
流
叢
書
本
・

帝
国
図
書
館
本
・

近
藤
文
庫
本

・

久

須

　
美
本

・

佐
久
闘
本
・

凾

館
図
書
館
本

・

長
久
保
本

・

水

戸
図
書
館
本
・

宝

「

安
南
国
漂
流
物
語
」

に

つ

い

て

　
覚
山
本

・

馬
場
本
・

藤
氏
本
・

武
道

撫
萃
録
本
・

九
州

大
学
本
（

以
上

写

　
本
）

奇

談
全
集
本

・

南
海
漂

流
譚
本
（

以
上

刊
本
）

（

33
）

　
石
原
道
博
「

安
南
漂

流
記
の

研
究
」

（

34
）

　
な
お

川

合
彦
充
氏
は

会
安
1ー
フ

ェ

フ

ォ

説
を
と
っ

て

い

る
。

（

「

日

本

　
人
漂

流
記
」

二

九

頁
）

（

35
）

　

「

大
南
二

統
志
　酔
弟
一
捕
輯
」
　
（

印
度
支
那

研
究
ム
エ

発
行
∵

昭
和
十
六

　
年
三

月
刊
）

（

36
）

　
き
ん

ま
に

関
す
る

研
究
に

は、

古
賀
十
二

郎
「

キ

ン

マ

雑
考
」

（
「

日

　
葡
交
通
」

第
二

輯
（

日

葡
協
会
編
纂

・

東
洋
堂
発
行

・

昭

和
十゚
八
年
三

月

　
刊
）

一

ー
三

五

頁
）

が
あ
る

が
、

ヴ
ェ

ト
ナ

ム

に

限
る

と
、

松

本

信

広

　
「

安
南
人
の

お

は
ぐ
ろ
」

（

「

史
学
」

第

十
二

巻
第
四

号
（

三

田

史
学
会
発

　
行

・

昭
和
八

年
十
二

月
刊
）

九
六

頁
）

・

同
「

印
度
支
那
の

民
族
一
、

安

　
南
人
」

（

「

印
度
支
那
の

民

族
と

文
化
」

　
（

岩
波
書
店
発
行
・

昭
和
十
七

年

　
十
一

月
刊
）

四

i
五

頁
）

な
ど

が
あ
る

。

（

37
）

　
ヴ
ェ

ト

ナ

ム

に

お
け
る

招
魂
儀
礼
に

関
す
る

論
文
と

し
て

は
、

　
Z
αQ

昌
曾−
＜
似

昌

豪
げ

om

量
い
 

即
。

眉

ゆ

o

訂
鴨
臨
 

同、
》

日
 

碧
 
o

貿

器

bg
 

肋

貫
一
霧

ま
旨

Φ

二
窃

℃
7
恥

9
匹．
渺

窟
酵

一
Φ

ω

2
ε
躄
8m

　
円
o
コ

犀

ヨ
o
貯

霧

碧
窪
9一
 
m騙

中
閏゚

国゚

国冒

ρ
　
→
o

ヨ
 

図
×
H
同

鬥

−

団

黠
o

　
泄

同

り

雛・

国

皀
o圃・
H
ゆ

謹
H

ゲ
ら。

幽

，

が

あ
る

。

（

38
）

　
他
の

写
本
で

は、

さ
き
ち
ゃ

う

（

昌

平
坂
本
・

海
外
異
聞
甲

本
。

史

　
料
編
纂
所
本

。

佐
久
間
本
。

宝

覚

山
本
。

藤
氏
本
）

・

さ
き
て

ふ

（

漂

南

　
聞

略
本

・

帝
鬮
図
書
館

本
・

水
戸

図
書
館
本

・

武
道

撫
萃
録

本
）

・

さ

き

　
て

う
（

漂
流
叢
書

本
・

凾

館
図
書

館
本
。

馬
場
本
・

九
州
大

学

本
）

・

左

（

三

四
五
）

一

〇
五
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史

学

　
第
三

十
五

巻

　
第
三

号

　

義
長
（

迷
復
記

本
・

久
須

美
本
）

・

サ

ハ

チ

ャ

ウ

（

漂
流
雑
記

本
）

・

サ

ギ

　
チ

ャ

ウ

（

外
国
通
覧
本
）

・

さ

き
ち

う
（

近
藤

文
庫
本
）

等
と

書
い

て

い

　

る
。

（

39
）

。

黛
q
二

に

つ

い

て

は
、

国
Φ

隣
Φ

口
仁
帥

H
匹

 

二
≦

砦
ユ
o
 

∪
二

屋

民
…

　
Oo

昌

磊…
°・

ω

導
o
Φ

O
ロ

＜

宿
？

Z
 

ヨ”

頃
帥

コ

o
♂

　
ち
毀
　
島
ぞ
」

　
×
H

×

　

コ
鼠
巴

房
 

け

象
・゚

霞

舘
こ
o
ロ
の

（

器
己

＝
陣

目

蒭
黄

器
）

一゚

−
O…
°。

什

鎚
o

ユ

9

　

磊

 
冖

一

2
図

鎚．
穹
♂
詈
ω

〉°
　
⇔d
巴

睾
8
冒
Φ

一

。

ゆ
目

q
‘．
餌

卜。

Q。

？

　
b。

ω
○。

や

に

詳
し
く

書
か

れ
て

い

る
。

（

40
）

山
本
達
郎

教
授
は

中
国
。

ヴ
ェ

ト

ナ
ム

・

日

本
等
に

つ

い

て

競
渡
の

　

行
事
の

分
布
を
調
べ

、
　
「

競
渡
は

本
来
は

祭
礼
と
し
て

雨
乞
の

色
彩
が

甚

　
だ

強
く
、

又
農

耕
的
な

豊
饒
を

祈
る

意

味
を
も

持
っ

て

ゐ
る

様
で

あ
る

。

　

安
南
に

於
て

は

最
も
明
確
に

雨
乞
の

行
事
と
し
て

現
わ
れ
て

ゐ

る
。

」

と
記

　
さ

れ
て

い

る

（

「

競
渡
考
」

（

「

東
洋
史
研
究
」

第
八
巻

第
一

号
（

昭

和

十

　
八

年
三

月
刊
）

三
一

i
三

二

頁
）

が
、

こ

の

こ

と

は
、

広
治

省
の

鳥

鳥

　

渓
。

広
平

省
の

旦
麗
陂
・

安
生
渕
な

ど
で

、

檮

雨
の

た
め
に

競
渡
が
行
な

　

わ
れ
て

い

た

（

「

大

南
一

統
志

　
第
一

輯
・

第
二

輯
」

（

印
度
支
那

研
究
会

　

発
行
。

昭

和
十
六
年
刊
）

巻
七

　
広
治

省
・

巻
八
　
広
平
省
　
渓
潭
）

こ

　

と
か

ら
も

わ
か

る
。

（

41
）

　
中
元

節
に

つ

い

て

は
、

勺゚

頃

暴
鼠

卑

竃゚

O
ロ

螽

民
…

Oo
ロ

コ
四

了

　
。。

彎
。

 

含

≦
Φ冖・
2
節

琶．
。

言
唱
；

≦一
〇

巴
Φ

邑
二

臼
Φ冖

靂
冨
ω

＝°

ー

　
閃

卑
 

ω

噂

為
Qo

に

見
え

る
。

（

42
）

　
軍
象
に

つ

い

て

は
、

　
「

歴
朝
憲
章
類
誌
」

巻
之
三

十
九
　
兵
制
誌

　

設
置
之

額
、

及
び

同
書
巻
四
十
　
兵
制
誌
　
調

集
之

具
　
象
馬
に

見
え
る

。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
（→、

西
六
）

　
一

〇
六

（

43
）

　
葬
礼
に
つ

い

て

は
、

唱幽

＝
口

霞
匹

2

ζ．

∪
尸

霞

穹
蝕
　
。

o

呂
巴
・。・

　
°。

穹
。

。

匹

口

く
届
マ

之
薗

β

。

げ

昌
‘

H

〆

鬥
騨

く一
 

ω
o
。一
巴
 

一゚

ー
り
肆

　
塗
目

邑
 

国．

ピ．
 

9
奠
器
ヨ
 

三
り

中
O
。。

歹

に

詳
し
く

書
か

れ
て

い

る
。

（

44
）

　
冢

2
に
つ

い

て

は、

周
去
非
撰
「

嶺
外
代
答
」

巻
六

器
用
門
の

抵

　
鵄
や

蔡
廷

蘭
撰
「

越

南
紀
略
」

の

輌
子
に

詳
し
い

。

（

45
）

吉
田
東
伍
著
「

大
日

本
地

名
辞
典

　
下
巻
」

　
（

冨
山
房
発
行
・

明
治

　
四
十
年
十
刀
二

版
刊
）

の

「

阪

東
　
常
陸
国

　
多

賀
郡

　
磯
原
」

　
（

三

七

　
四
五
頁
）

に

「

稲
の
一

種
に
、

安

南
穀
あ

り、

天

明
・

安
永
中

、

多
珂
・

　
久
慈

、

処
々

之
を

種
う。

明
和

中
、

多
珂
郡
磯
原
村
の

舟
人、

安
南
に

漂

　
流
し
て
、

之
を
伝
ふ

る

所
と

そ．、
」

と
あ
る

が
、

安

南
穀
が

占
城
米
で

あ
る

　
か

否
か

は

不
明
で

あ
る

。

な
お

漂
流
者
の

「

会
安
よ

り
貰
し

品
々
」

に

は

　
見
当
ら
な
い
。

（

46
）

　
寺
島
良

安
編
「

和

漢
三

才
図

会
」

　
（

同
書
刊

行
委
員
会
編
集

・

東

京

　
美
術
発

行
・

昭
和
四

十
五

年
三

月
刊
）

（

47
）

こ

の

暦
に

つ

い

て

は

「

会
安
よ

り
貰
し

品
々
」

に

も、

「

暦

飜

蕗

　
と

見
え

る

が、
　
「

長

崎
行
役
日

記
」

に

よ

る

と
、

江

戸
小
石
川
の

水
戸
藩

　
邸
に

て
、

漂
流
者
た
ち

が
献
上
し
た
と
あ
る

。

（

48
）

粟
に
つ

い

て

は
、

口

野
開
三

郎
「

唐
宋
時
代
に

於
け
る

粟
の

語

義
・

　
用
法
」

（

「

東
洋
学
報
」

第
三

十
六
巻
第
二

号
（

東
洋
学
術
協
会
発

行
・

昭

　
和
二

十
八

年
十
二

月
刊
）

三

三

−
六
四

頁
）

・

同
「

米
」

（

「

西
日

本
史
学
」

　
第
九
号
（

同
会
発
行

・

昭

和
二

十
七
年
一

月
刊
）

九
−

三
一

頁
）

が

詳
し

　
い

。

（

49
）

　
相
撲
に

つ

い

て

は
、

塑

韻
二

費
α

9
］
≦．

U
二

据
β
α
…
　
Oo
ロ

ロ

蝕
叩
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駒α

窓
o
 

山

ロ

く

富
件・
Z
伽

P
。

冨
勺
G

×
圃

×

雲
巴
・゚

一
屋

虫

蛍
馨

螽
。

二
〇

嵩
。゚

　
（

い

ゆ
唱
h

　一
勢
　

営
二
〇〇一
帥

‘

 
）

一’

ー

虫
 

冖

欝
g一
〇

誹

2
一
臼
豪

山．
o

艮

穹
冨

O

　
U
印

一
三
8
（

象
冨

げ

く

曾
）

鵠
 
岡

画
Ob
°

に

見
え
る

。

（

50
）

　
「

安
南
語
」

に

つ

い

て

の

研

究
に

は

次
の

二

論
考
が

あ
る
。

　

高
楠
順
次
郎
「

九、

安
南
の

数

詞
・

人

代
名
詞、

及
び

そ

の

文
字
」

　
（

沢

　

井
常
四
郎
編
「

仏
領
印

度
支
那

　
全
　一

名
仏

圀
日

南
の

新
領
土
」

所

収
）

．

三

根
谷
徹
著
「

越
南
漢
字
音
の

研
究
（

東
洋
文
庫
論
叢
第
五

十
三
）

」

（

東

．

洋
文

庫
発
行

・

昭
和
四

十
七

年
三

月
刊
）

の

「

1
　

序
説
　
3
　
越
語

史

　

研
究

資
料
　
6
　
漂
民
の

記

録
」

　
（

一

六
1
　

八

頁
）

（

51
）

　
「

安
南
語
」

の

部
分
が
あ
る

テ

キ
ス

ト

は
、

昌
平
坂

本

（

漢

字
の

　
み
）

・

海
外
異

聞
甲
本
・

外
国
通

覧
本
・

漂
南
聞
略
本
・

漂
流
叢

書

本
・

　

佐
久
間

本
・

凾

館
図
書
館
本
・

水
戸
図
書
館
本
・

宝
覚

山
本
・

馬
場
本
・

　

藤
氏

本
・

九
州
大

学
本
・

日

本
漂
流
譚
木
・

奇

談
全
集
本

・

南
海
潭
流
譚

　

本
（

以
上
十
四

種
は

意

味
を
示

す

片
仮
名
を

欠
く
）

・

長
久
保
本
・

史

料

　

編
纂
所
本
の

十
七

種
で

あ
る
ゆ

！

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

〈
付
記
V
本
稿
は

、

昭

和
四
十
亠

ハ

年
一

月
に

提
出
し

た

学
部
卒
業
論
文
の

主

要
な

部
分
を
書
き

改
め

た
も
の

で

あ
る

。

論
文
の

指
導
を
頂
い

た

竹
田
竜

児

先
生、

史
料
の

提
供
と

貴
重
な

助
言
を
頂
い

た

石
原
道

博
先
生
・

長
久

保
源

吾
兵
衛
氏
並
び
に

テ

キ

ス

ト

の

閲
覧
に

便
宜

を
は

か
っ

て

下
さ

れ
た
研

究
所

・

図
書

館
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

Kelo 　Unlverslty

「

安
南
国
漂

流
物
語
」

に

つ

い

て

（

三

四
七
）

　
．一

〇
七


